
K A N T O  G A K U I N  N E W S  N o . 3 6  2 0 0 8 . 9

関東学院 学報

北京オリンピック北京オリンピック  セーリング競技日本代表選手セーリング競技日本代表選手
小菅寧子選手小菅寧子選手、、飯島洋一選手飯島洋一選手、、富澤 慎選手富澤 慎選手



�KANTO GAKUIN NEWS  No.36

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
に

日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す
る
本
学
院
卒
業

生　

飯
島
洋
一
氏
、
小
菅
寧
子
氏
、
富
澤 

慎
氏

の
壮
行
会
が
、
大
学
主
催
・
燦
葉
会
（
同
窓
会
）

協
賛
に
よ
り
６
月
14
日
（
土
）
に
大
学
金
沢
八

景
キ
ャ
ン
パ
ス
S
C
C
４
階
ベ
ン
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
谷
是
行
学
生
生
活
部
長
に
よ
る
開
会
挨
拶

に
始
ま
り
、
３
選
手
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
が
放

映
さ
れ
た
後
、
在
学
生
や
卒
業
生
の
方
々
の
拍

手
に
迎
え
ら
れ
て
３
選
手
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇

し
ま
し
た
。
選
手
紹
介
の
後
、
３
選
手
か
ら
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
抱
負
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
、

松
井
和
則
大
学

長
、
大
学
ヨ
ッ
ト

部
Ｏ
Ｂ
で
あ
り

神
奈
川
県
セ
ー

リ
ン
グ
連
盟
会

長
の
貝
道
和
昭

氏
並
び
に
燦
葉

会
長
の
永
嶋
孝

彦
氏
か
ら
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

は
、
小
菅
選
手
の
母
校
で
も
あ
る
六
浦
小
学
校

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
に
よ
る
演
奏
で
壮
行
会
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
12
号
２
階
に
場

所
を
移
し
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
、
内
藤
幸
穂
理
事
長
、
森
島
牧
人
学
院
長
、

松
井
和
則
大
学
長
並
び
に
燦
葉
会
長
の
永
嶋
孝

彦
氏
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
３
選
手
に
対
し
激
励
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
し
た
卒
業
生
の
リ
ー
ド
に
よ
り

校
歌
斉
唱
の
後
、
選
手
に
対
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
健
闘
を
祈
り
エ
ー
ル
を
お
く
り
ま
し
た
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
試
合
は
青
島
国
際
帆
船

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
８
月
９
日
か
ら
21
日
ま

で
の
期
間
に
予
選
、
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３

選
手
へ
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Send-off party for KGU graduates participating in the 
Beijing Olympic Games
A send-off party for Yoichi Iijima, Yasuko Kosuge, and 
Makoto Tomizawa, Japanese representatives in the sailing 
competitions in the Beijing Olympics, was held on June �4,
Saturday, sponsored by KGU and cosponsored by Sanyoh-kai 
at Bennett Hall on the fourth floor of SCC on the Kanazawa 
Hakkei Campus. The three athletes expressed their 
determination to do their best at the Olympic Games. In 
response, President Kazunori Matsui, Mr. Kazuaki Kaido, a 
former member of the KGU Yacht Club and President of 
Kanagawa Prefecture Sailing Federation, and other guests 
gave words of encouragement to them. 
Following the send-off party, a banquet was held where gifts 
to encourage the athletes were presented by Sachiho Naito, 
Chair(man) of Board of Trustees, Rev. Makito Morishima, 
Chancellor, and other guests. At the end of the banquet, all 
the participants sang the school song and cheered the three 
athletes, wishing them the best of luck.

本
学
院
卒
業
生

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

壮
行
会・懇
親
会
開
催
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セーリング競技　大会結果
■レーザー級　飯島 洋一 選手　35 位

（大学経済学部２０００年度卒業）

■RS：X 級女子　小菅 寧子 選手　13 位

（六浦小学校−六浦中学校・高等学校
 −大学文学部１９９６年度卒業）

■RS：X 級男子　富澤 慎 選手　10 位

（大学人間環境学部２００６年度卒業）
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Kanto Gakuin 125th Anniversary Project
Kanto Gakuin’s 1�5th Anniversary Project is 
based on the concept, “For the first step for 
Kanto Gakuin following a 1�5-year history” 
with “Serve the World �1” as its basic 
theme. It is our hope to comprehensively 
enhance the educational capacity of Kanto 
Gakuin through these events and projects.
Also, we deeply appreciate the participation 
of many in entering design ideas for our 
symbol mark and mascot. We have selected 
prizewinners from among the �08 entries.
Those who won the prizes will be 
announced at the anniversary event and on 
our website.

関東学院創立１２５周年記念事業は、「関東学院１２５年の新たな一歩にむけて」
をコンセプトとし、「Serve the World 21」の基本テーマの下に、学院の教育力を
総合的に高める記念事業を推進していきます。
2008年4月から次の組織（下表）で推進するとともに、創立125周年記念事業推進
室を設置いたしました。

創立１２５周年記念事業

　この度は皆様からたくさんのご応募を
いただき、誠にありがとうございました。
　選考委員会による厳正な審査の結
果、応募総数２０８作品（Ａ部門：１２７
作品、Ｂ部門：８１作品）の中から入賞
作品を選定しました。
　入賞者の表彰並びに学院シンボルマ
ーク及び学院イメージキャラクターの公
表は、２００８年１０月１１日（土）に挙行予
定の学院創立記念式典にて行います。
　なお、学院シンボルマーク及び学院
イメージキャラクターは、記念式典以降
に学院ホームページ上でも公表いたし
ます。

学院シンボルマーク＆
イメージキャラクター
コンペ結果

創立１２５周年記念事業推進委員会

●記念事業の調整・プロジェクトの計画・推進　　　●広報活動

■関東学院創立１２５周年記念事業の推進組織

理事会

創立１２５周年記念事業委員会

●記念事業の決定　　　●理事会への報告

募金委員会

●募金事業の展開

学院史編纂委員会

●学院史の編纂と
　学院資料展示室の開設

教育振興基金充実検討委員会（仮称）

●教育振興基金の充実
●学院奨学基金の充実

各種プロジェクト

●社会貢献・国際交流事業の推進
●各校の教育改革・施設整備事業
●学術シンポジウム・講演会の開催
●文化活動・スポーツ活動・
　課外教育活動の推進 など

祝祭コンサート
〜プレコンサート〜

【日時】2008年10月6日（月）
　　　18：20 開場　19：00 開演
【会場】横浜みなとみらいホール　大ホール

※詳細は、創立125周年記念事業推進室まで（ ：045-786-7100）

プログラム
J.S. バッハ　トッカータとフーガ　ニ短調 BWV565
L.V.ベートーヴェン　交響曲第 7 番　イ長調 OP92
J.S. バッハ　無伴奏ヴァイオリンのためのパルティータ
　　　　　　第2番　ニ短調 BWV1004 より  シャコンヌ
W.A.モーツァルト　戴冠ミサ K.317

アーティスト
指揮：金 昌国
オーケストラ：アンサンブル ofトウキョウ
合唱：関東学院創立 125周年記念祝祭合唱団

チケット（全席指定）
一般：2000 円
教職員・卒業生・保護者：1000 円
生徒・学生：無料

インターナショナル・
シアターカンパニー・ロンドン
（ＩＴＣＬ）第31回日本公演
英語劇『カンターヴィルの幽霊』
（オスカー・ワイルド原作）

【日時】2008年１１月２０日（木）
　　　１７：３０開場　１８：００開演（予定）
【会場】金沢公会堂
　　　（横浜市・金沢区総合庁舎内）
※日本語による字幕付き

チケット
一般：１０００円

（関東学院各校の学生・生徒は無料）

詳細は、関東学院大学文学部庶務課まで
（ ：045-786-7179）
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私
は
１
９
８
２
年
４
月
１
日
に
関
東
学
院
小

学
校
に
就
職
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、
担
任
と

し
て
21
年
間
、
教
頭
と
し
て
５
年
間
勤
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
校
訓
「
人
に
な
れ　

奉
仕
せ
よ
」

と
と
も
に
歩
ん
だ
26
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

関
東
学
院
小
学
校
校
長
の
職
を
拝
命
す
る
に
あ

た
り
次
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
職
務
に
励
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
教
職
員
が
現
在
持
っ
て
い
る
「
和
」

で
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
方
向
に
と
も
に
進
ん
で

い
こ
う
と
す
る
今
の
雰
囲
気
を
今
後
も
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
あ
な
た
が
た
の
中
で
偉
く
な
り
た
い
者
は
、

皆
に
仕
え
る
者
に
な
り
、
い
ち
ば
ん
上
に
な
り

た
い
者
は
、
す
べ
て
の
人
の
僕
に
な
り
な
さ
い
。

人
の
子
は
仕
え
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
仕
え
る

た
め
に
、
ま
た
、
多
く
の
人
の
身
代
金
と
し
て

自
分
の
命
を
献
げ
る
た
め
に
来
た
の
で
あ
る
」

（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
10
：
43
〜
45
）

　

私
た
ち
教
職
員
が
お
互
い
に
仕
え
合
っ
て
い

く
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
ク
ラ
ス
で
起
こ
っ
た
問
題
を
全
教
職
員

が
知
り
、
共
通
理
解
の
も
と
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
き
る
態
勢
が
と
れ
る
よ
う
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
組
め
た
ら
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
関
東
学
院
小
学
校
で
働
く

す
べ
て
の
者
が
主
に
在
っ
て
信
頼
し
合
っ
て
い

く
集
団
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
人
の
児
童
の
こ
と
で
、
教
職
員
が
協
力

体
制
を
ス
ム
ー
ズ
に
と
る
こ
と
で
児
童
を
大
切

に
し
た
教
育
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
児
童
に
と
っ
て
基
礎
学
力
を
確
実
に

身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

教
師
は
、
一
人
ひ
と
り
に
力
の
つ
く
授
業
を
展

開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
授
業
を
展

開
さ
せ
た
ら
よ
い
の
か
、
児
童
の
力
を
伸
ば
す

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
教
師
自
身
研
鑽
を

積
む
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

教
師
が
授
業
の
技
を
磨
く
こ
と
で
、
児
童
に

と
っ
て
力
が
付
く
授
業
が
展
開
で
き
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
児
童
の
心
を
育
て
る
学
校
づ

く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
私
は
児
童
と
話
を
し
て
い
て
う
れ
し

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
児
童
の
言
葉
の
中

に
児
童
の
心
、
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
私
が
保
健
室
に
向
か
う
児
童
と
会

い
「
お
大
事
に
ね
」
と
言
葉
を
掛
け
ま
し
た
。

す
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
葉

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
先
日
、
帰
宅
し
よ
う
と
し
て
い
る
児
童

に
「
気
を
つ
け
て
帰
る
の
だ
よ
」
と
声
を
掛
け

る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
も
ね
」

と
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
言
葉
の
や
り
と
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
気
持
ち
の
や
り
と
り
で
も
あ
り
ま
す
。
教

師
と
児
童
と
の
会
話
や
児
童
同
士
の
会
話
の
中

に
、
い
た
わ
り
の
言
葉
、
な
ぐ
さ
め
の
言
葉
、

励
ま
し
の
言
葉
な
ど
相
手
を
思
い
や
る
言
葉
を

使
え
る
児
童
を
育
て
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

関
東
学
院
小
学
校
は
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

を
土
台
に
据
え
た
学
校
で
あ
り
ま
す
。
聖
書
を

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
物
事
を
考
え
ら
れ
る
子
ど

も
を
育
て
る
と
と
も
に
相
手
を
思
い
や
れ
る
温

か
い
心
を
持
つ
子
ど
も
の
育
成
を
は
か
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
く
に
は
、
父
母

の
会
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、

成
り
立
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
創
立
以
来

55
年
間
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
（
同
窓
会
）
の
お
支

え
い
た
だ
き
な
が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
父
母
の
会
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
の
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
努
め
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

関
東
学
院
小
学
校
校
長
就
任
に
あ
た
り名

取
俊
夫

Appointment as Principal 
of Kanto Gakuin Primary 
School: Toshio Natori
I have been teaching and 
serving at Kanto Gakuin 
Primary School since April 
1, 1982 – 21 years as a 
homeroom teacher and five 
years as vice principal. For the 
last 26 years, I have always 
lived by the school motto “Be 
a man and serve the world.” 
I am honored to receive my 
appointment as principal. To 
pursue my role as principal, I 
would like to maintain “wa, or 
harmony” that has already been 
achieved among our faculty 
and staff members. There is a 
cooperative atmosphere among 
them, with each member 
possessing a desire to reach the 
same goal. I would like to make 
every possible effort to perform 
my duties. 

T o s h i o  N a t o r i
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　来年、2009年10月6日で、関東学院の第一の
源流である横浜バプテスト神学校が創設されてか
ら125周年を迎える。記念事業はもうすでに、学
院ばかりではなく、各学校においてもさまざまな分
野で幅広く展開されている。ここでは学院全体に
かかわること、その中でもとくに学院の歴史や建
学の理念、キリスト教にかかわることを紹介したい。
　まず、現在精力的にすすめられているのが

『関東学院125年史』の作成である。100周年の
折に大部の『関東学院百年史』が出版された。
この部分については、短く圧縮する形でまとめ、
それ以後の25周年の歩みを新たに付け加えて出
版する事にしている。
　また、前学院宗教主任、高野進名誉教授が

『関東学院学報』に連載された『関東学院の源流
を探る』も、創立125周年記念事業のひとつとし
て、まとめて単行本として出版する運びとなってい
る。これは、関東学院に関係し、関東学院の歴
史を支えてきた宣教師や日本人教師を人物ごとに
取り上げて、その生涯や人物像、関東学院との
かかわりを述べたものである。
　このほかに、これも創立125周年記念事業のひ
とつとして、関東学院の歴史を顧みつつ、現在の
学院の各学校の様子を紹介し、将来を展望する
ＤＶＤの制作を進めている。この中には、各学校
の校歌も収める予定にしている。
　これ以外の出来事で、まず報告すべきことは、
学院の出発点となった横浜バプテスト神学校の初
代校長Albert Arnold Bennett博士の名前の日
本語表記についてである。従来は、「ベンネット」
とも「ベネット」とも表記されてきた。この名前は学
院の施設の名称などでも用いられてきた。一人の
人物に二つの表記が混用されるのは好ましいこと
でない。この件については、博士自身がはっきりと

「ベンネット」と日本語で言い表されていたことなど
から、「ベンネット」と表記することが望ましいと考
え、理事会などの手続きを経て、正式に「ベンネッ

ト」と統一して表記することとした。
　次に、創立記念週間の件である。従来は、創
立記念日である10月6日を含む一週間を創立記念
週間と見なして、その間にさまざまな行事を開催
してきた。ただ、年度により日程が変わるので不
都合なこともあった。そこで、学院宗教主任会議
での協議も踏まえて、今年度から、創立記念日で
ある10月6日から10月12日までの一週間を創立記
念週間として固定することとした。これは、学院
の第一の源流である横浜バプテスト神学校の初
代校長ベンネット博士の召天日がちょうど10月12日
であることを考慮したものである。
　さらに現在、学院の第二の源流として、1895
年9月10日に東京築地居留地42番に設立された
東京中学院の記念碑を建立する作業を、創立
125周年記念事業のひとつとして推し進めている。
周知のように、築地居留地は立教大学や明治学
院をはじめとして多くのミッション・スクールの発祥
の地である。この築地居留地を発祥の地とする
学校のほとんどがすでに記念碑を建立している。
近年では、昨年10月に立教女学院が、本年3月
には青山学院が源流のひとつである「海岸女学
校」の記念碑を建立した。そして現在、ミッション・
スクールの中で、まだ記念碑を設置していないの
が関東学院などごくわずかの学校だけである。
　また、これは創立125周年事業にかかわるもの
ではないが、今年も例年のように「関東学院教員
合同研修会」を計画している。今年度は8月25日

（月）三春台校地、関東学院中学校高等学校を
会場に開催される。この研修会は必ずしもキリスト
教行事ではないが、学院各校の教員が学院共通
の課題について学び、交わりを深めるとともに、
学院の伝統、建学の精神、校訓についても学び
を深める機会となっている。今回も、多くの参加
者を得てよい学びのとき、交わりのときとなることを
期待したい。

Christian education activities – 
the 125th Anniversary Events and 
Projects
October 6, 2009 will mark the 125th 
anniversary of the foundation of KGU. 
Currently, a major effort is focused 
on preparing the “125-year History of 
Kanto Gakuin.” In addition, the serial 
articles “Genryu-o-saguru (A quest 
for the headwaters)” in this booklet 
will be compiled to be published in 
book form. A DVD that introduces 
the present and future outlook of 
Kanto Gakuin schools is also being 
produced.
Another anniversary project is the 
construction of a monument on the 
site where “Tokyo Chugakuin” was 
originally established. The then 
address was Kyoryu-chi �2, Tsukiji, 
Tokyo.

キリスト教教育活動—創立125周年記念事業を中心に
学院宗教主任　帆苅 猛
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専
門
学
校
か
ら
新
制
大
学
へ

　

１
９
２
７
（
昭
和
２
）年
に
関
東
学
院
は
東
京

学
院
を
併
合
し
て
、
中
学
部
、
高
等
学
部
、
神

学
部
を
も
っ
て
所
期
の
目
的
を
達
成
し
、
安
定

し
た
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
時
代

の
流
れ
は
関
東
学
院
を
翻
弄
し
た
。

　

１
９
３
８
年
に
「
国
家
総
動
員
法
」
が
公
布

さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
政
府
は
戦
時
ま

た
は
事
変
に
際
し
て
、人
的・物
的
資
源
を
統
制・

動
員
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
９
４
１
年
に
は
「
学
校
報
国
団
結
成
指
令
」

が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
１
９
４
３
年
に
は
「
学

徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要
綱
」
が
つ
く
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
学
生
の
勤
労
動
員
の
強
化
が
行
わ
れ

て
い
っ
た
。学
生
の
徴
兵
猶
予
も
停
止
さ
れ
、「
学

徒
出
陣
」
が
始
ま
っ
た
。
同
年
10
月
に
は
「
教

育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
時
措
置
方
策
」
の
閣
議

決
定
に
基
づ
い
て
、
当
時
の
文
部
省
は
「
学
校

整
備
要
領
」
を
公
表
し
、
文
科
系
の
大
学
・
専

門
学
校
の
整
理
統
合
を
指
導
し
た
。
そ
の
主
な

指
導
方
針
は
、
種
類
、
規
模
、
地
理
的
配
置
を

勘
案
し
て
、
統
合
し
て
い
く
こ
と
、
入
学
定
員

は
従
来
の
定
員
の
半
分
に
す
る
こ
と
、
文
科
系

が
理
科
系
の
大
学
・
専
門
学
校
に
転
換
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
の
実
現
を
は
か
る
こ
と
な

ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
キ
リ
ス
ト
教
系
の
三

つ
の
学
校
、
青
山
学
院
の
文
学
部
と
高
等
商
業

部
、
関
東
学
院
の
高
等
商
業
部
、
明
治
学
院
の

高
等
学
部
と
高
等
商
業
部
が
明
治
学
院
専
門
学

校
に
統
合
す
る
よ
う
指
導
勧
告
を
受
け
た
。
こ

う
し
て
関
東
学
院
高
等
商
業
部
か
ら
は
、
高
谷

道
男
教
授
が
明
治
学
院
に
移
っ
た
。
２
年
と
１

年
の
学
生
１
５
５
名
が
明
治
学
院
に
転
入
し
た
。

　

こ
の
後
、
戦
時
体
制
の
中
で
、
関
東
学
院
と

し
て
は
航
空
工
業
専
門
学
校
を
設
立
す
る
こ
と

に
し
た
。
１
９
４
４
年
５
月
に
航
空
工
業
専
門

学
校
が
正
式
に
発
足
し
た
。
同
じ
１
９
４
４
年

に
は
三
春
台
の
校
地
に
ビ
ク
タ
ー
の
工
場
が
疎

開
し
て
き
て
、
防
空
通
信
機
材
の
製
造
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
校
の
体
育
館
は
食
糧

営
団
の
倉
庫
に
徴
用
さ
れ
て
、
米
俵
が
積
み
こ

ま
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
学
院
に
学
生
が
移
さ
れ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
空
い
た
高
等
商
業
部
校
舎

に
は
、
日
本
軍
の
防
衛
隊
が
駐
屯
し
た
。
す
べ

て
が
戦
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
末
期
的
状
態
下

に
あ
っ
た
。
戦
争
が
終
わ
る
直
前
の
１
９
４
５

年
に
は
、
航
空
専
門
学
校
校
長
で
あ
っ
た
白
山

源
三
郎
先
生
も
徴
兵
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
そ
の

年
の
４
月
に
は
、
相
川
高
秋
先
生
が
校
長
事
務

取
扱
い
に
任
命
さ
れ
た
。

　

１
９
４
５
年
５
月
29
日
に
は
横
浜
大
空
襲
が

あ
っ
た
。
横
浜
大
空
襲
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で

あ
っ
た
。
横
浜
の
町
全
体
が
焼
け
野
原
と
な
っ

た
。
当
時
の
テ
ン
ネ
ー
記
念
講
堂
と
、
木
造
校

舎
が
焼
失
し
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、
残
さ

れ
た
校
舎
で
授
業
を
行
う
た
め
に
は
午
前
・
午

後
の
二
部
授
業
の
体
制
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

先
生
が
学
院
に
来
る
ま
で

　

秋
葉
隆
吉
先
生
は
東
京
に
生
ま
れ
た
。
旧
制

第
一
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
工
学

部
船
舶
工
学
科
に
学
ん
だ
。１
９
３
０（
昭
和
５
）

年
に
卒
業
後
、
イ
ギ
リ
ス
系
デ
・
ハ
ビ
ラ
ン
ド

特
許
事
務
所
に
勤
務
し
た
。
デ
・
ハ
ビ
ラ
ン
ド

家
は
イ
ギ
リ
ス
の
名
門
で
、
そ
の
ジ
オ
フ
リ
ー
・

デ
・
ハ
ビ
ラ
ン
ド
は
航
空
機
の
設
計
者
・
製
造

者
で
あ
る
。
そ
の
弟
ウ
オ
ル
タ
ー
・
デ
・
ハ
ビ

ラ
ン
ド
（
１
８
７
２

−１
９
６
８
）
が
東
京
帝

国
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
特
許
弁
理
士
と
し
て

特
許
事
務
所
を
経
営
し
て
い
た
。
実
は
彼
の
二

人
の
お
嬢
さ
ん
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
で
女
優
と
な

っ
た
。
オ
リ
ビ
ア
・
マ
リ
ー
・
デ
・
ハ
ビ
ラ
ン

ド
は
映
画
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
で
メ
ラ
ニ
ー

役
を
演
じ
た
。

　

１
９
３
２
年
に
秋
葉
先
生
は
そ
の
特
許
事
務

所
か
ら
独
立
し
て
、
ご
自
身
で
特
許
事
務
所
を

開
設
し
た
。
し
か
し
日
本
社
会
が
戦
争
に
突
入

す
る
時
代
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
も
あ
り
、

１
９
３
８
年
５
月
に
小
島
電
気
製
鋼
（
株
）
蒲

田
工
場
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
年
か
ら
１
９
４
１

年
ま
で
、
先
生
は
母
校
の
東
京
帝
国
大
学
工
学

部
冶
金
学
科
を
聴
講
し
て
い
る
。
１
９
４
１
年

１
月
に
は
、（
株
）
日
本
電
解
製
鉄
所
に
入
社
し
、

技
術
課
長
、作
業
課
長
、研
究
部
長
を
歴
任
し
た
。

後
に
は
同
社
小
机
工
場
長
に
な
っ
て
い
る
。

　

秋
葉
先
生
が
関
東
学
院
の
教
育
に
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
４
４（
昭
和
19
）
年
３

月
で
あ
る
。
そ
の
年
３
月
末
を
も
っ
て
高
等
商

業
部
が
明
治
学
院
専
門
学
校
に
併
合
さ
れ
た
た

め
、
関
東
学
院
と
し
て
は
航
空
専
門
学
校
を
設

立
し
、
校
長
に
白
山
源
三
郎
先
生
が
就
任
し
た
。

先
生
は
日
本
電
解
製
鉄
所
に
在
職
の
ま
ま
そ
の

講
師
と
な
っ
た
。

　

１
９
４
５
年
８
月
に
終
戦
を
迎
え
た
後
、
10

月
に
は
航
空
専
門
学
校
は
工
業
専
門
学
校
に
転

換
し
た
。
12
月
に
は
金
沢
八
景
の
旧
海
軍
の
航

空
技
術
廠
工
員
養
成
所
の
土
地
と
施
設
の
利
用

許
可
が
お
り
た
。
１
９
４
６
年
１
月
に
は
工
業

専
門
学
校
が
三
春
台
か
ら
金
沢
八
景
に
移
っ
た
。

４
月
に
は
戦
前
の
高
等
商
業
部
が
復
活
し
た
経

済
専
門
学
校
も
金
沢
八
景
に
移
っ
た
。

１
９
４
７
年
４
月
に
秋
葉
先
生
は
関
東
学
院
工

業
専
門
学
校
専
任
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
４
９
年
４
月
に
新
制
大
学
（
経
済
学
部
・

工
学
部
）
が
設
立
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
、
工

学
部
長
、
同
教
授
と
な
ら
れ
た
。

先
生
の
貢
献

　

初
代
の
工
学
部
長
秋
葉
隆
吉
先
生
は
、
今
日

秋葉隆吉先生
（1901-1968）Ryukichi  Akiba

の
工
学
部
発
展
の
推
進
力
と
な
ら
れ
た
。

　

１
９
４
８
年
の
学
制
改
革
に
と
も
な
い
、
新

制
大
学
工
学
部
の
設
立
準
備
の
た
め
に
、
先
生

は
先
ず
よ
き
教
授
陣
の
充
実
の
た
め
に
東
京
大

学
、
東
京
工
業
大
学
、
各
研
究
所
、
大
企
業
を

連
日
訪
問
し
、
教
授
の
派
遣
を
お
願
い
し
た
。

　

先
生
は
機
械
工
学
科
教
授
と
し
て
、
機
械
製

作
法
を
教
え
ら
れ
た
。
と
く
に
先
生
は
「
工
場

と
直
接
す
る
機
械
工
学
」「
生
き
た
生
産
工
学
」

を
目
標
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
先
生
は
実
習

工
場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
工
専
施
設
を
利
用

し
て
講
義
授
業
や
実
習
を
す
す
め
ら
れ
た
。
さ

ら
に
責
任
あ
る
立
場
上
、
図
書
、
設
備
拡
充
整

備
な
ど
大
き
な
計
画
の
立
案
と
具
体
化
、
毎
日

の
処
理
事
項
、
授
業
、
研
究
、
こ
れ
に
加
え
て

実
習
工
場
（
現
関
東
化
成
工
業
）
の
工
場
長
と

し
て
の
職
務
の
た
め
に
、
毎
日
目
の
廻
る
よ
う

な
忙
し
さ
で
あ
っ
た
。
先
生
は
鶴
見
の
自
宅
か

ら
は
通
い
き
れ
ず
、
実
習
工
場
前
に
建
っ
て
い

た
元
倉
庫
の
木
造
平
屋
に
あ
っ
た
機
械
工
学
科

教
員
控
え
室
に
古
い
ベ
ッ
ド
を
持
ち
込
ん
で
、

一
週
間
の
う
ち
二
日
な
い
し
三
日
は
そ
こ
に
泊

ま
っ
て
、
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
た

と
い
う
。
一
流
企
業
か
ら
転
進
さ
れ
た
先
生
に

と
っ
て
は
低
い
待
遇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育

に
情
熱
を
注
が
れ
た
。
大
学
工
学
部
発
足
当
時

か
ら
、
秋
葉
先
生
は
実
験
系
教
育
を
重
視
し
た
。

学
生
時
代
に
こ
れ
を
体
験
し
た
宮
武
俊
弘
教
授

は
こ
う
記
し
て
い
る
。

　
「
工
学
の
原
点
は
『
物
を
造
る
』
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
で
あ
り
、
学
生
は
よ
り
良
い
物
を
造
る
た

め
の
学
問
な
ら
び
に
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
に

あ
る
か
ら
、
実
技
科
目
（
実
験
系
、
実
習
系
、

設
計
製
図
系
）
を
特
に
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。」（
本
学
工
学
部
機
械
工
学
科

『
四
十
年
の
歩
み
』）

　

文
部
省
に
提
出
し
た
「
設
置
認
可
申
請
書
」

の
「
目
的
及
施
設
」
の
項
目
に
は
、
次
の
文
言

が
あ
る
。「
工
学
部
の
経
営
の
容
易
で
な
い
の
を

推
し
て
設
置
す
る
所
以
は
、
技
術
者
教
育
に
高

き
精
神
的
基
礎
の
要
望
さ
れ
る
に
応
え
る
為
で

あ
る
。
又
一
つ
は
、
将
来
我
国
は
工
業
立
国
の

他
な
き
を
信
じ
、
其
の
為
に
は
多
数
の
技
術
者

を
養
成
せ
ね
ば
な
ら
ん
国
家
的
必
要
に
対
処
す

る
為
で
あ
る
。」

　

１
９
６
１
年
３
月
27
日
付
の
『
日
本
工
業
新

聞
』
に
当
時
の
白
山
源
三
郎
学
長
は
、
工
学
部

の
教
育
の
特
色
と
し
て
人
格
教
育
を
重
要
視
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
上
記

の
「
目
的
及
施
設
」
に
添
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
工
学
部
は
キ
リ
ス
ト
教
大
学
と
し
て
、
独
自

の
立
場
に
立
ち
、
人
格
教
育
を
重
視
し
て
、
深

い
精
神
的
基
礎
に
立
つ
技
術
者
を
要
望
す
る
時

代
の
声
に
こ
た
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
の
よ

う
な
激
し
い
技
術
革
新
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、

大
学
で
専
門
技
術
の
先
端
ま
で
の
修
得
は
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
反
省
し
、
そ
れ
よ
り
も
豊
か

な
創
造
性
や
科
学
的
思
考
力
こ
そ
重
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
鑑
み
て
、
全
国
に
先
駆

け
て
工
学
基
礎
科
目
を
設
け
、
産
業
界
に
入
っ

て
広
い
視
野
か
ら
問
題
解
決
能
力
を
発
揮
す
る

技
術
者
の
養
成
に
つ
と
め
て
い
る
。」

　

秋
葉
先
生
は
こ
の
路
線
の
熱
心
な
具
現
者
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

工
学
部
設
立
10
年
に
あ
た
っ
て

　

秋
葉
先
生
は
１
９
５
９
年
に
工
学
部
設
立
10

年
を
記
念
し
て
、「
工
学
部
十
年
の
歩
み
」
と
題

す
る
文
を
残
し
た
。

工
学
部
十
年
の
歩
み

　
「『
然
の
み
な
ら
ず
患
難
を
も
喜
ぶ
、
そ
は
患

難
は
忍
耐
を
生
じ
、
忍
耐
は
練
達
を
生
じ
、
練

達
は
希
望
を
生
ず
と
知
れ
ば
な
り
』（
ロ
ー
マ
書

　

５
・３
、４
）

　

諺
に
「
十
年
一
昔
」
と
申
し
ま
す
が
、
人
事

は
お
よ
そ
、
十
年
を
一
区
切
り
、
一
節
と
し
て

省
み
る
の
が
、
相
応
し
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

今
、
私
共
工
学
部
満
十
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ

て
見
る
と
、
い
よ
い
よ
、
そ
の
感
が
深
い
も
の

を
覚
え
ま
す
。

　

戦
後
の
、
慌
た
だ
し
い
情
勢
の
中
で
、
新
設

さ
れ
た
、
多
く
の
私
立
大
学
の
例
に
洩
れ
ず
、

私
共
の
工
学
部
も
、
資
金
、
施
設
、
設
備
の
何

れ
も
、
充
分
と
は
申
せ
ず
、
教
授
組
織
も
研
究

助
手
も
手
薄
く
、
お
ま
け
に
学
生
数
も
少
な
く
、

ま
こ
と
に
、
心
細
い
限
り
で
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
於
け
る

工
学
部
を
、
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
意
欲
は
、

全
教
授
団
を
通
じ
て
、
極
め
て
旺
盛
で
、
青
山

学
院
大
学
工
学
部
の
併
合
、
続
い
て
研
究
室
の

焼
失
と
い
う
一
喜
一
憂
の
中
に
も
、
教
育
に
研

究
に
、
弛
ま
ぬ
努
力
と
忍
耐
と
を
重
ね
て
参
り

ま
し
た
。
工
学
部
研
究
報
告
第
一
号
が
発
行
さ

れ
た
の
は
、
実
に
、
こ
の
灰
燼
の
中
か
ら
、
と

申
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

一
方
、
工
学
教
育
研
究
の
実
践
場
と
し
て
の

実
習
工
場
に
は
、
生
産
を
手
掛
け
て
参
り
ま
し

た
が
、
矢
張
り
こ
の
間
、
幾
多
の
筆
舌
に
尽
く

し
得
ぬ
困
難
を
嘗
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
が
、

遂
に
、そ
の
努
力
忍
耐
も
報
い
ら
れ
て
、今
で
は
、

工
作
、
鍍
金
、
塗
装
工
場
と
し
て
、
工
学
部
経

営
の
一
端
を
担
っ
て
余
り
有
る
程
に
事
業
化
し
、

私
学
経
営
難
緩
和
の
一
模
範
例
を
、
我
国
教
育

界
に
呈
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
と
呼
応
し
て
、
私
共
工
学
部
教
授
ス
タ

ッ
フ
の
研
究
も
、
い
よ
い
よ
、
活
気
を
加
え
、

例
年
の
研
究
発
表
会
も
、
逐
次
盛
大
と
な
り
、

従
っ
て
ま
た
、
そ
の
『
研
究
報
告
』
も
、
年
と

共
に
充
実
増
大
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
こ
こ
に
、

工
学
部
創
立
十
周
年
を
記
念
し
て
、『
記
念
号
』

を
出
す
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
、
そ
の
当
然
の

帰
結
と
は
云
え
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。」

　

こ
の
文
章
の
中
に
は
、
ご
苦
労
が
少
し
ず
つ

報
い
ら
れ
て
い
る
喜
び
が
滲
み
出
て
い
る
。
ご

苦
労
が
あ
っ
て
こ
そ
、
喜
び
が
ひ
と
し
お
な
の

で
あ
る
。

　

秋
葉
先
生
は
、
１
９
５
７
年
１
月
19
日
発
行

の
『
キ
リ
ス
ト
新
聞
』
に
も
「
工
学
部
十
年
の

歩
み
多
年
の
『
宿
願
今
ぞ
実
を
結
ぶ
』」
と
題
し

て
記
事
を
執
筆
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
を
村
上

曻
一
本
学
名
誉
教
授
が
「
秋
葉
隆
吉
先
生
を
偲

ぶ
」
の
エ
ッ
セ
ー
の
中
で
引
用
し
て
お
ら
れ
る
。

　
「
関
東
学
院
が
工
業
教
育
を
志
し
た
の
は
、
遠

く
二
十
有
余
年
の
昔
に
遡
る
。
当
時
我
国
に
於

け
る
工
業
技
術
の
重
要
性
に
比
し
、
こ
れ
に
携

わ
る
人
少
な
く
、
こ
れ
ら
技
術
者
を
養
成
す
る

教
育
機
関
も
ま
た
寥
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

特
に
基
督
教
的
人
格
素
養
を
身
に
つ
け
た
技
術

者
の
育
成
機
関
は
、
ほ
ん
の
一
、二
を
数
え
る
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
学
院
長
坂
田
祐
氏
及
当
時
の

商
学
部
長
白
山
源
三
郎
氏
（
現
学
長
）
は
こ
れ

を
憂
え
、
早
く
か
ら
本
学
院
に
工
業
教
育
機
関

設
置
の
お
考
え
を
漏
ら
し
て
い
た
が
、
た
ま
た

ま
太
平
洋
戦
争
勃
発
と
共
に
当
時
漸
く
重
き
を

加
え
て
来
た
関
東
学
院
高
商
部
を
、
航
空
工
業

専
門
学
校
と
し
て
転
換
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
を
契

機
と
し
て
多
年
の
抱
懐
を
茲
に
実
現
す
べ
く
、

昭
和
十
八
年
横
浜
市
南
区
三
春
台
に
、
旧
高
商

部
の
教
室
設
備
を
利
用
し
、
図
書
設
備
、
教
授

陣
容
の
充
実
を
図
る
と
同
時
に
、
郊
外
の
隣
接

地
に
螺
子
製
造
工
場
を
設
置
し
以
て
工
業
教
育

の
一
環
と
し
た
。
翌
十
九
年
に
は
更
に
磯
子
区

杉
田
栗
木
町
に
機
械
工
場
二
百
坪
を
買
収
増
設

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
工
業
教
育
が
基
礎
知

識
の
推
論
的
蓄
積
ば
か
り
で
な
く
、
応
用
技
術

の
実
際
的
訓
練
を
是
非
必
要
と
見
た
か
ら
で
、

当
時
、
文
科
系
学
校
の
工
科
系
へ
の
転
換
に
際

秋葉先生

本学名誉教授
高野 進28

本学／元工学部長
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し
、
諸
学
校
が
単
に
看
板
の
塗
り
替
え
の
み
に

終
始
し
て
他
に
な
す
処
が
無
か
っ
た
事
実
の
多

き
に
比
し
、
本
学
院
が
工
業
教
育
に
充
分
な
関

心
を
持
っ
て
い
た
証
左
で
あ
ろ
う
。

学
制
の
整
備

　

昭
和
二
十
三
年
、
学
制
改
革
に
伴
い
本
校
も

新
制
大
学
と
し
て
発
足
す
べ
く
、
急
遽
、
準
備

に
着
手
、
同
年
七
月
秋
葉
は
東
大
、
東
工
大
の

諸
教
授
、
理
研
、
金
研
の
諸
大
家
、
東
芝
、
富

士
電
機
の
幹
部
な
ど
を
歴
訪
し
て
援
助
を
仰
ぎ
、

（
中
略
）
諸
教
授
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ

ら
教
授
の
助
力
の
も
と
に
基
礎
科
目
の
整
備
、

一
般
教
養
科
目
の
充
実
、
こ
れ
に
要
す
る
教
授

陣
、
図
書
、
設
備
な
ど
の
拡
充
を
計
っ
た
。
設

備
も
海
軍
技
術
廠
遺
留
分
（
工
作
機
械
数
十
台
、

そ
の
他
）
の
借
入
の
外
、
顕
微
鏡
写
真
装
置
、

電
気
炉
、
内
燃
機
発
電
機
、
材
料
試
験
機
、
プ

レ
ス
、
計
器
測
具
等
を
次
々
に
購
入
整
備
し
た
。

同
年
十
月
お
よ
び
十
二
月
審
査
の
結
果
は
無
事

認
可
と
な
り
、
い
よ
い
よ
昭
和
二
十
四
年
度
よ

り
機
械
工
学
科
、
建
築
学
科
の
二
科
を
も
っ
て

新
制
大
学
を
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時

に
秋
葉
が
工
学
部
長
に
選
ば
れ
た
。
こ
れ
よ
り

先
、
秋
葉
は
学
院
高
専
時
代
の
工
場
を
背
景
と

し
て
諸
教
授
の
下
に
、
一
般
工
業
界
、
中
小
企

業
者
に
対
す
る
研
究
協
力
、
試
作
品
製
作
な
ど

の
、
い
わ
ゆ
る
技
術
相
談
を
目
的
と
し
た
施
設

を
作
っ
た
が
、
大
学
発
足
と
同
時
に
こ
れ
を
関

東
学
院
大
学
技
術
試
験
所
と
名
付
け
こ
れ
の
所

長
と
な
っ
た
。

　

翌
二
十
五
年
電
気
工
学
科
の
増
設
許
可
を
得

た
。（
中
略
）

青
山
学
院
大
学
工
学
部
と
合
併
、

各
科
の
内
容
漸
く
充
実

　

同
年
７
月
、青
山
学
院
大
学
工
学
部（
横
須
賀
）

と
の
合
併
の
議
が
起
り
、
直
ち
に
纒
ま
っ
て

十
一
月
、こ
れ
を
本
学
工
学
部
に
合
併
し
た
。（
中

略
）

　

か
く
て
順
調
に
発
展
を
見
せ
て
い
た
本
学
に

も
好
事
魔
多
く
、
昭
和
二
十
七
年
の
年
頭
早
暁
、

不
幸
、
火
災
に
見
舞
わ
れ
職
員
寮
及
び
工
経
両

学
部
の
研
究
室
な
ど
三
棟
百
二
十
余
坪
を
一
瞬

に
し
て
烏
有
に
帰
し
当
事
者
関
係
者
を
痛
く
嘆

か
し
め
た
。

労
苦
の
跡
、
顧
み
、
唯
神
に
感
謝

　

省
み
れ
ば
、
本
学
は
発
足
以
来
満
七
年
、
工

専
時
代
の
初
め
に
遡
っ
て
も
十
有
余
年
に
過
ぎ

な
い
。
併
し
常
に
『
人
と
な
れ
、
奉
仕
せ
よ
』

と
の
建
学
の
精
神
を
立
て
貫
き
基
督
教
主
義
的

人
格
教
育
を
ば
、
経
営
困
難
な
工
科
系
学
園
に

標
榜
し
て
倦
ま
な
か
っ
た
学
院
当
事
者
に
と
っ

て
は
、
こ
の
歳
月
は
決
し
て
短
か
っ
た
と
は
言

い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、
幾
多
の
機
関

に
逢
着
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
を
経
て
い

る
。
だ
が
見
よ
、
明
白
に
、
着
実
に
そ
れ
は
発

展
向
上
し
て
い
る
。
教
育
研
究
の
点
で
も
、
は

た
ま
た
学
生
の
質
お
よ
び
数
に
お
い
て
も
学
院

当
局
の
こ
の
労
苦
に
は
深
甚
な
感
謝
を
捧
げ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
学
院
当
事
者
は
謙
虚
に
答
え

る
で
あ
ろ
う
。『
わ
た
し
は
植
え
、
ア
ポ
ロ
は
水

灌
け
り
、
さ
れ
ど
育
て
た
る
は
神
な
り
』
神
の

恩
寵
を
思
う
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
る
。」

先
生
の
追
悼
記
事
か
ら

　

秋
葉
先
生
は
１
９
６
８
年
６
月
19
日
に
天
に

召
さ
れ
た
。
享
年
67
歳
で
あ
っ
た
。
先
生
に
は

ま
だ
ま
だ
学
院
の
た
め
に
頑
張
っ
て
欲
し
か
っ

た
。
惜
し
ま
れ
た
逝
去
で
あ
っ
た
。

　

本
学
工
学
部
『
研
究
報
告
』
第
14
巻
第
１
号

（
１
９
６
９
年
発
行
）
は
、
先
生
の
追
悼
号
と
な

っ
て
い
る
。

　

当
時
の
機
械
工
科
長
大
串
雅
信
名
誉
教
授
は

先
生
を
追
悼
し
て
、
先
生
は
学
問
と
技
術
を
綜

合
し
た
工
業
教
育
に
関
心
を
も
ち
、
関
東
工
業

教
育
教
会
理
事
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
と
い
う
。

　

教
育
と
研
究
の
他
に
、
囲
碁
に
お
い
て
は
、

日
本
棋
院
の
六
段
の
免
許
状
を
持
っ
て
お
ら
れ

た
。
ド
イ
ツ
の
本
因
坊
と
い
わ
れ
た
デ
ュ
パ
ル

博
士
が
来
日
し
た
と
き
に
は
、
得
意
と
す
る
英

語
、
ド
イ
ツ
語
の
語
学
力
を
も
っ
て
、
囲
碁
の

指
導
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
近
は
、
日
本
棋
院

の
依
頼
を
う
け
て
渡
欧
さ
れ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

囲
碁
ク
ラ
ブ
連
合
の
結
成
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
囲

碁
選
手
権
試
合
の
開
設
に
協
力
し
て
い
る
と
い

う
。
先
生
の
知
ら
れ
な
か
っ
た
一
面
で
あ
る
。

囲
碁
を
通
し
て
物
事
を
多
角
的
に
見
る
目
を
養

わ
れ
て
い
た
の
で
、
お
人
柄
が
温
厚
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

秋
葉
賞

　

工
学
部
機
械
工
学
科
は
、「
秋
葉
賞
」
を
設
け

て
い
る
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
『
四
十
年
の

歩
み
』（
関
東
学
院
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
由
来
記
に
よ
れ
ば
、

秋
葉
賞
は
本
学
機
械
工
学
科
の
特
色
で
あ
る
実

技
教
育
の
生
み

の
親
で
あ
っ
た

故
秋
葉
隆
吉
先

生
を
記
念
し
て

設
定
さ
れ
た
と

い
う
。
受
賞
資

格
は
、
機
械
工

学
科
学
生
で
卒

業
時
ま
で
の
実

技
科
目
（
設
計

製
図
・
実
験
・

実
習
）
と
卒
業

研
究
の
成
績
課

程
を
含
め
て
、
成
績
が
き
わ
め
て
上
位
に
あ
る

者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
記
念
と
し
て
授
与
さ

れ
る
重
い
文
鎮
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
（
五
角
形
）
は
、

当
時
の
池
田
郁
雄
教
授
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、

「
講
義
、
演
習
、
設
計
、
実
験
、
実
習
」
の
五
つ

の
柱
を
象
徴
し
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
当
時

大
学
院
生
で
あ
っ
た
田
崎
卓
氏
の
力
作
で
あ
る
。

大
き
さ
は
、
厚
さ
12
ミ
リ
、
長
さ
70
ミ
リ
、
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
秋
葉
先
生

の
目
指
し
た
も
の
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

関
東
学
院
商
工
高
等
学
校
長
と
し
て

　

秋
葉
先
生
は
中
居
京
教
授
・
学
院
宗
教
主
任
の

後
を
つ
い
で
１
９
６
０
年
４
月
か
ら
１
９
６
７

年
３
月
ま
で
関
東
学
院
商
工
高
等
学
校
長
を
つ

と
め
ら
れ
た
。
先
生
が
校
長
と
し
て
の
責
任
を

負
わ
れ
た
時
期
は
、
世
の
中
も
落
ち
着
き
経
済

的
に
も
安
定
し
て
き
て
い
た
。
中
学
卒
業
の
勤

労
青
年
が
減
少
し
て
お
り
、
定
時
制
関
東
学
院

商
工
高
等
学
校
へ
の
進
学
希
望
者
が
先
細
り
に

な
っ
て
い
た
。
秋
葉
先
生
は
や
が
て
使
命
を
終

え
る
定
時
制
高
校
の
流
れ
の
中
で
き
び
し
い
役

割
を
担
っ
て
お
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し

関
東
学
院
商
工
高
等
学
校
は
多
く
の
勤
勉
な
人

材
を
育
て
た
。
こ
こ
で
非
常
勤
と
し
て
教
鞭
を

と
り
つ
つ
研
究
を
続
け
て
、
や
が
て
研
究
業
績

を
上
げ
て
、
大
学
教
員
に
転
進
し
た
方
々
も
い

る
。
先
生
は
こ
の
地
味
な
校
長
職
を
退
任
さ
れ

た
翌
年
に
天
に
召
さ
れ
た
。

科
学
者
・
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て

　

秋
葉
先
生
は
１
９
４
９
年
６
月
に
関
東
学
院

教
会
に
お
い
て
、
中
居
京
牧
師
（
関
東
学
院
学

院
宗
教
主
任
）
か
ら
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
６
２
年
10
月
か
ら
、
ご
住
居

の
近
い
横
浜
市
神
奈
川
区
に
あ
る
新
子
安
バ
プ

テ
ス
ト
教
会
に
転
会
さ
れ
た
。
同
教
会
の
当
時

の
杉
本
昇
牧
師
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
ら
れ
、

支
え
、
教
会
役
員
、
教
会
教
育
委
員
長
と
し
て

忠
実
に
奉
仕
さ
れ
た
。
先
生
の
弟
、
秋
葉
盛
事

先
生
は
関
東
学
院
中
学
部
で
教
え
、
後
々
深
川

教
会
の
牧
師
を
さ
れ
た
。
先
生
の
信
仰
は
、
若

き
日
に
関
東
大
震
災
に
東
京
の
下
町
で
遭
遇
し

た
こ
と
、
壮
年
期
に
は
工
場
長
の
責
任
あ
る
立

場
で
、
空
襲
の
中
死
線
を
さ
ま
よ
っ
た
こ
と
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
終
末
を
垣
間

見
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
よ
く
表
わ
す
一
文
を

先
生
は
残
し
て
お
ら
れ
る
。
１
９
５
９
年
『
告

知
板
』（
第
14
号
）
か
ら
引
用
し
て
お
き
た
い
。

夏
近
き
を
知
る

　
『
イ
チ
ジ
ク
の
木
か
ら
の
譬
を
学
び
な
さ
い
。

そ
の
枝
が
柔
ら
か
に
な
り
、
葉
が
出
る
よ
う
に

な
る
と
、
夏
の
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ

う
に
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
見
た
な
ら
ば
、

人
の
子
が
戸
口
ま
で
近
づ
い
て
い
る
と
知
り
な

さ
い
。』（
マ
タ
イ
24
：
32

−33
）

　

私
は
毎
年
夏
に
な
る
度
に
、
こ
の
句
を
思
い

出
し
て
は
、
庭
に
向
か
っ
て
口
誦
さ
む
。
木
々

も
草
花
も
自
然
の
営
み
を
受
け
て
新
緑
を
凝
ら

し
、
池
の
魚
も
時
折
銀
鱗
を
ひ
ら
め
か
す
。
小

鳥
の
来
往
は
自
ら
活
気
を
呈
し
、
白
雲
は
漸
く

そ
の
た
た
ず
ま
い
を
改
め
る
。
日
は
赫
赫
と
昇

り
、
人
は
軽
衣
を
飜
し
て
勇
歩
す
る
。
す
べ
て

万
物
は
生
々
発
刺
の
息
吹
き
を
あ
げ
て
い
る
。

　

だ
の
に
、
聖
書
は
こ
こ
で
恐
ろ
し
い
予
言
を

し
て
い
る
。「
た
ち
ま
ち
日
は
暗
く
な
り
、
月
は

そ
の
光
を
放
つ
こ
と
を
や
め
、
星
は
空
か
ら
落

ち
、
天
体
は
揺
り
動
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
…
…
。

そ
の
と
き
、
ふ
た
り
の
者
が
畑
に
い
る
と
、
ひ

と
り
は
取
り
去
ら
れ
、
ひ
と
り
は
残
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
ふ
た
り
の
女
が
う
す
を
ひ
い
て
い
る

と
、
ひ
と
り
は
取
り
去
ら
れ
、
ひ
と
り
は
残
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。」
キ
リ
ス
ト
再
臨
に
先
立
つ
驚

天
動
地
の
終
末
で
あ
る
。

　

私
は
、
今
な
お
、
身
を
以
っ
て
体
験
し
た
関

東
大
震
災
の
惨
禍
を
忘
れ
な
い
。
四
方
に
上
が

っ
た
黒
煙
に
一
天
俄
か
に
掻
き
曇
っ
た
あ
の
真

昼
間
を
！
僅
か
に
見
え
る
南
の
空
の
明
る
さ
に

引
か
れ
て
糧

り
ょ
う
ま
つ
し
ょ
う

秣
廠
に
辿
り
つ
い
た
あ
の
夕
を
！

燃
え
広
が
る
火
の
手
に
追
わ
れ
て
越
中
島
の
よ

し
の
中
に
逃
げ
込
ん
だ
あ
の
一
夜
を
！
（
そ
こ

で
し
き
り
に
、
前
年
亡
く
な
っ
た
親
友
の
こ
と

を
憶
っ
て
い
た
っ
け
、
私
に
キ
リ
ス
ト
教
を
紹

介
し
た
彼
を
）。

　

私
は
、
こ
の
目
を
以
っ
て
見
た
。
東
京
空
襲

の
あ
の
惨
劇
を
終
生
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

真
黒
焦
げ
の
死
体
の
山
又
山
を
見
て
は
弟
の
妻

子
を
探
す
に
も
探
せ
な
か
っ
た
。
あ
の
酸
鼻
の

極
を
！

　

人
類
の
文
化
は
今
世
紀
に
於
て
目
覚
ま
し
い

発
展
を
遂
げ
た
。
そ
し
て
な
お
留
ま
る
所
を
知

ら
な
い
。「
二
十
一
世
紀
か
ら
の
報
告
」
は
更
に

華
々
し
い
躍
進
を
約
束
し
て
い
る
。
ロ
ケ
ッ
ト

に
よ
る
宇
宙
征
服
を
！
新
し
き
地
球
を
、
人
間

を
！
併
し
、
聖
書
は
冷
然
と
言
い
放
っ
て
い
る
。

「
だ
か
ら
目
を
覚
ま
し
て
い
な
さ
い
。
い
つ
の
日

に
あ
な
た
が
た
の
主
が
来
ら
れ
る
の
か
あ
な
た

が
た
に
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。」　

原
水

爆
よ
り
も
、
も
っ
と
恐
ろ
し
い
反
陽
子
の
世
界

と
の
接
触
を
予
言
す
る
科
学
者
も
い
る
。
恐
ろ

し
い
終
末
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
天
地
は
滅

び
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
た
し
の
言
葉
は
滅

び
る
こ
と
は
な
い
。」
と
喝
破
し
た
聖
書
は
嘘
で

あ
ろ
う
か
。
蓋
し
、「
耳
の
あ
る
者
は
聴
く
が
よ

い
。」

　

こ
こ
で
先
生
は
ま
ず
す
べ
て
の
生
き
る
も
の

た
ち
の
い
の
ち
の
輝
き
に
感
動
す
る
。
し
か
し

次
に
「
た
ち
ま
ち
日
は
暗
く
な
り
…
」
と
マ
タ

イ
24
章
29

−40
節
を
引
用
す
る
。「
キ
リ
ス
ト
の

再
臨
に
先
立
つ
驚
天
動
地
の
終
末
」
の
光
景
に

二
度
遭
遇
し
た
と
い
う
。
一
つ
は
１
９
２
３
年

の
関
東
大
震
災
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
１
９
４
５

年
の
東
京
大
空
襲
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
先
生
は
21
世
紀
の
科
学
と
技
術

の
華
々
し
い
躍
進
の
展
望
と
と
も
に
、
聖
書
の

警
告
に
も
注
目
し
て
い
る
。「
天
地
は
滅
び
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
た
し
の
言
葉
は
滅
び
る
こ

と
は
な
い
。」（
マ
タ
イ
24
：
35
）
人
間
が
神
を

忘
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
聖
書
の
言
葉
は
取
り

消
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
必
ず
起
こ
る

と
先
生
は
予
感
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
文
明
は

神
の
み
前
に
謙
虚
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若

き
日
に
燎
原
の
火
に
追
い
立
て
ら
れ
て
、「
糧
秣

廠
」
を
目
指
し
て
逃
げ
た
。
こ
れ
は
軍
隊
用
語

で
兵
隊
と
軍
馬
の
糧
食
の
倉
庫
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
も
安
全
で
は
な
く
、
先
生
は
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
「
広
が
る
火
の
手
に
追
わ
れ
て
越
中
島
の

よ
し
の
中
に
逃
げ
込
ん
だ
」
と
い
う
。

　

先
生
は
こ
の
よ
う
な
生
死
の
間
を
さ
ま
よ
う

中
で
、
そ
の
前
の
年
に
な
く
な
っ
た
友
人
の
こ

と
を
思
い
出
し
た
と
い
う
。
自
分
も
こ
れ
で
終

わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
一
夜
を
過
ご
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
終
末
的
な
体
験
を

持
っ
て
い
た
の
で
、
科
学
者
と
し
て
は
高
度
な

科
学
・
技
術
の
可
能
性
に
夢
を
託
し
て
日
ご
ろ

の
研
究
と
教
育
に
い
そ
し
み
つ
つ
、
文
明
の
滅

亡
の
危
機
も
先
生
は
予
感
さ
れ
研
究
と
教
育
の

正
し
い
方
向
を
模
索
さ
れ
て
い
た
。

［
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
宮
武
俊
弘
工
学
部
教

授
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
学
院
史
資
料
室

か
ら
の
資
料
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。］

Professor Ryukichi Akiba 
(1901-1968)  
 During the World War II 
Japan’s government enforced  
three Christian liberal arts 
colleges, Methodist Aoyama 
Gakuin, Presbyterian Meiji 
Gakuin and Baptist Kanto 
Gakuin, to merge into 
Meiji Gakuin College in 
1944. Japan’s government 
wanted to set up schools of 
engineering useful to the war. 
Kanto Gakuin finally decided 
to open the  aeronautic school 
in  April, 1944 almost one 
year before the defeat in the 
war. The war situation was 
worsening every day and 
the newly enrolled students 
were not able to stay in the 
classrooms, and were sent 
to work in arsenal factories 
under the law of student 
mobilization. In this way they 
were involuntarily enlisted in 
the cause of the war. In 194� 
when the war ended, Kanto 
Gakuin’s aeronautic school 
was closed because the 
defeated Japan was prohibited 
from manufacturing 
airplanes. So the Kanto 
Gakuin school system 
decided to change the school 
into that of engineering. The 
authorities of the school 
then envisioned the idea of a 
Christian education of young 
people who would contribute 
to reconstruct a new Japan.
 Professor Akiba was born 
in Tokyo and educated in 
the college of engineering 
of Tokyo University. 
He majored in nautical 
engineering and later he 
audited a class in metallurgy. 
After graduation he worked 
for the de Havilland Patent 
Office, the British patent 
attorney in Tokyo. A few 
years later he began to run 
his own patent office. But 
the war situation forced him 
to work for a manufacturing 
factory as an engineer. In 
1944 he first connected with 
the aeronautic school of 

Kanto Gakuin as a part-time 
lecturer and later became 
professor at the school of 
engineering at Kanto Gakuin. 
Under the new education  
system of the postwar Japan 
he was appointed dean of the 
college of engineering and 
dedicated himself fully to the 
fledgling school. He earnestly 
trained young students who 
would contribute to a new 
democratic Japan with a well-
balanced Christian character 
and engineering skills. In the 
early period of the school he 
stayed overnight in the office 
sometimes because he took 
leadership in research and 
administration. He taught 
for twenty years and passed 
away untimely at the age of 
��. 
  He was a faithful Christian 
educator who felt responsible 
for the future of the whole 
world. He once wrote 
about his life and death 
experiences. One was that 
of the Great Earthquake 
of Kanto Area, Central 
Japan, and the other was 
that of the air raids during 
the final period of the 
World War II. He described 
those experiences as grave 
catastrophes. He took 
seriously the eschatological 
prophecy in the chapter 24 
of Matthew by Jesus Christ.  
As a cool-headed scientist 
and a pious Christian, he 
anticipated the desirable 
vision of scientific and 
technological achievements 
in the near future and 
foreboded the tragic doom 
of the earth in the days to 
come. He once quoted from 
the chapter 24 of Matthew 
and warned the students with 
the word “He who has ears to 
hear, let him hear.”    
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後
輩
の
姿
に
昔
の
自
分
が
見
え
る

島
田　

小
学
校
時
代
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
で

熱
心
に
練
習
し
て
い
た
板
橋
さ
ん
の
こ
と
を
指

導
教
員
と
し
て
良
く
覚
え
て
い
ま
す
。
今
日
の

後
輩
た
ち
の
歓
迎
演
奏
は
い
か
が
で
し
た
か
。

板
橋　

思
い
が
け
な
い
お
出
迎
え
を
ご
用
意
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
後
輩
の

皆
さ
ん
の
姿
に
昔
の
自
分
の
姿
が
重
な
っ
て
本

当
に
懐
か
し
か
っ
た
で
す
ね
。
当
時
は
保
土
ヶ

谷
か
ら
相
鉄
線
を
乗
り
継
い
で
１
時
間
ほ
ど
か

け
て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓

隊
の
練
習
は
厳
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
毎
朝
走

り
込
み
か
ら
始
ま
っ
て
、
足
踏
み
の
練
習
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
向
き
が
悪
い
と
田
上
先
生
に
ド

ラ
ム
の
バ
チ
で
ビ
シ
ッ
と
打
た
れ
る
、
半
べ
そ

を
か
き
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

島
田　

熱
心
な
先
生
が
た
ば
か
り
で
し
た
か
ら

ね
。
あ
の
当
時
か
ら
指
導
し
て
下
さ
っ
て
い
た

山
崎
先
生
は
、
運
動
会
の
前
や
強
化
合
宿
の
時

に
は
今
も
指
導
に
来
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

板
橋　

そ
う
な
ん
で
す
か
。
関
東
学
院
で
は
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
に
い
た
３
年
間
は
忘
れ
難
い

思
い
出
で
す
。
島
田
先
生
は
と
て
も
優
し
い
先

生
で
し
た
か
ら
、
辛
い
こ
と
が
あ
る
と
い
つ
も

先
生
の
と
こ
ろ
へ
逃
げ
込
ん
で
い
ま
し
た
ね
。

島
田　

板
橋
さ
ん
は
真
面
目
で
控
え
め
な
生
徒

と
い
う
印
象
で
し
た
か
ら
、
男
性
が
多
い
横
浜

青
年
会
議
所
で
理
事
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
が
意
外
で
す
。
と
こ
ろ
で
先
ほ
ど

現
在
の
校
舎
を
見
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

ご
自
分
の
通
っ
て
い
た
頃
と
大
分
変
わ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
し
た
か
。

板
橋　

私
が
在
学
し
て
い
た
頃
も
恵
ま
れ
た
環

境
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
登
下
校
安
全
管

理
シ
ス
テ
ム
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
を
見
る

と
時
代
の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。
学
校
が
児
童

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
こ
こ
ま
で
配
慮
さ
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
礼
拝
堂
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
素
晴
ら
し

さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
ね
。

島
田　

あ
れ
は
渡
辺
貞
夫
先
生
と
い
う
方
が
描

い
た
原
画
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で

は
つ
く
れ
な
い
と
い
う
の
で
フ
ラ
ン
ス
で
制
作

し
た
も
の
で
す
。
礼
拝
堂
に
は
い
ろ
い
ろ
な
仕

掛
け
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
効
果
的

な
演
出
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
映
画
館
の

ス
ク
リ
ー
ン
並
み
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も

設
置
さ
れ
て
い
て
、
２
０
０
５
年
12
月
に
本
校

が
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て
支
援
し

て
い
る
タ
イ
国
チ
ェ
ン
マ
イ
の
子
ど
も
た
ち
と

同
時
中
継
で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
双
方
の

こ
で
常
務
取
締
役
を
務
め
て
い
ま
す
。
従
業
員

は
６
０
０
数
十
名
お
り
ま
し
て
、
幾
つ
か
の
部

門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
全
体
の
広
報
的
な

仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
人
間
の
「
生
き
死

に
」
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
か

ら
、「
人
に
な
れ　

奉
仕
せ
よ
」
と
い
う
言
葉

が
実
感
と
し
て
迫
り
ま
す
。
奉
仕
せ
よ
と
い
う

意
味
は
単
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
指
す
の

で
は
な
く
、仕
事
で
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
し
、

ど
ん
な
形
で
も
人
の
役
に
立
つ
と
い
う
の
は
大

事
だ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
横

浜
青
年
会
議
所
で
は
「
明
る
い
豊
か
な
社
会
を

築
き
あ
げ
る
」
こ
と
を
め
ざ
し
、
大
き
く
分
け

て
街
づ
く
り
と
人
づ
く
り
の
２
つ
の
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
、
日
本
で
は
教
育
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
理
事
長
と
し
て

の
任
期
は
１
年
で
す
が
、
こ
の
１
年
は
「
心
つ

む
ぎ
、
一
歩
前
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校
任
せ

ば
か
り
で
は
な
い
家
庭
の
中
で
の
教
育
、
そ
し

て
地
域
の
大
人
と
し
て
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り

を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
人

づ
く
り
で
は
「
は
ま
っ
子
ス
ク
ー
ル
」
と
銘
打

っ
た
子
ど
も
対
象
の
多
様
な
活
動
を
、
街
づ
く

り
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
例
年
６
月
に
開
催

さ
れ
る
「
横
浜
開
港
祭
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
来
年
は
開
港
１
５
０
周
年
で
す
の
で
、
積

極
的
に
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の
街
の
こ
と
を

考
え
、
自
分
た
ち
で
や
れ
る
こ
と
を
や
ろ
う
と

い
う
運
動
を
展
開
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
田　

板
橋
さ
ん
は
本
職
で
も
そ
う
で
す
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
力
を
入
れ
て
社
会
に
奉
仕
さ

れ
て
い
る
、
関
東
学
院
で
こ
う
い
う
方
が
育
っ

た
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ま
す
。
来
年
は
関
東
学

院
も
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。
横
浜
と

同
じ
時
代
を
と
も
に
歩
ん
で
き
た
わ
け
で
す
。

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
の
催
し
と
し
て
、
青
年
会
議

所
と
協
力
し
て
何
か
で
き
る
と
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。

板
橋　

本
当
に
そ
う
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

社団法人 横浜青年会議所理事長
（株）ロイヤルホール常務取締役　板橋 由紀 氏 

（聞き手　関東学院六浦小学校　校長　島田 正敏 氏）

I N T E R V I E W
建学の精神を生きる「卒業生に聞く」

「横浜の街と、ともに歩み、ともに発展」

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。　

板
橋　

関
東
学
院
は
昔
か
ら
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
外
国
と
の
交
流
が
盛
ん
で
し
た
ね
。
私
は

５
年
生
の
終
わ
り
に
日
中
友
好
協
会
主
催
の
交

流
事
業
に
参
加
し
て
中
国
に
行
き
ま
し
た
。
こ

の
時
、
小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

の
生
徒
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
の
で
す
が
、
５

年
生
は
数
人
し
か
い
な
く
て
最
年
少
で
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。
２
週
間
、
親
元
を
離
れ
て
初

め
て
の
海
外
で
し
た
。
日
中
い
ろ
い
ろ
な
場
所

へ
出
か
け
て
取
材
し
、
子
ど
も
た
ち
の
目
で
見

た
中
国
を
原
稿
に
ま
と
め
新
聞
を
つ
く
る
の
で

す
が
、
原
稿
が
で
き
る
ま
で
寝
ら
れ
な
い
の
で

す
。
結
構
き
つ
い
作
業
で
し
た
が
、
そ
の
時
に

自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
文
章
に
す
る
と
い
う
勉

強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
何
に
で

も
自
分
か
ら
能
動
的
に
行
動
す
る
ほ
う
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
交
流
会
も
両
親
の
薦
め
で

参
加
し
ま
し
た
。
で
も
良
い
経
験
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

島
田　

運
動
会
や
自
然
学
校
、
夏
の
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
鼓
隊
の
強
化
合
宿
、
行
事
は
今
と
そ
れ
ほ

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
行
事
で

思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
。

板
橋　

そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
く
て
大
切
な
思
い
出

で
す
。私
は
小
・
中
・
高
と
関
東
学
院
で
過
ご
し
、

思
い
出
以
上
に
心
に
残
っ
て
い
る
の
が
「
人
に

な
れ　

奉
仕
せ
よ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
子
ど

も
の
頃
は
そ
の
意
味
を
深
く
考
え
た
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
折
に
触
れ
て
耳
に
す
る
た

び
に
、
こ
の
言
葉
は
私
の
生
活
の
一
部
に
な
っ

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
は
会
社
役

員
で
あ
り
、
青
年
会
議
所
で
は
奉
仕
活
動
を
や

っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
ど
ん
な
職
業
に
つ
い
て

い
よ
う
と
、
ど
ん
な
地
位
に
あ
ろ
う
と
、
人
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
を
し
て
い
る
か
、
人

の
上
に
立
つ
立
場
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
人
を
大

切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
胸
を
よ
ぎ
る

の
が
校
訓
「
人
に
な
れ　

奉
仕
せ
よ
」
と
い
う

言
葉
で
す
。
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
中
で
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
学
生
時
代
と
は
違
っ
た
捉
え
方
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

島
田　

私
も
そ
う
で
す
が
、
確
か
に
、
卒
業
生

の
み
な
さ
ん
の
多
く
が
年
を
増
す
ご
と
に
校
訓

の
重
み
が
分
か
っ
て
く
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す

ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

積
極
的
に
自
分
た
ち
の
街
を
考
え
る

島
田　

現
在
の
お
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
伺
え
ま

す
か
。

板
橋　

家
業
が
冠
婚
葬
祭
業
な
の
で
、
私
は
そ

板橋 由紀氏　略歴
【学歴】
昭和56年3月	 関東学院六浦小学校卒業
昭和59年3月	 関東学院六浦中学校卒業
昭和62年3月	 関東学院六浦高等学校卒業
平成3年3月	 玉川大学文学部	英米文学科理財専攻卒業

【職歴】
平成3年4月	 ワールドマンパワー株式会社入社
平成5年８月	 ワールドマンパワー株式会社退社
平成5年10月	 株式会社ロイヤルホール入社
平成17年９月	 同社常務取締役就任

A Personal Journey and 
Development with Yokohama 
A performance from the trumpet and 
drum corps of the primary school 
welcomed Ms. Yuki Itabashi, who 
spent her primary, junior and senior 
high school days at Kanto Gakuin. 
Principal Shimada then took Ms. 
Itabashi on a tour around the new 
school building. In the interview 
following the tour, Ms. Itabashi, 
the second female 2008President of 
the Junior Chamber International 
Yokohama, talked about activities 
of the Junior Chamber, including a 
project focused on preparation for 
the 150th anniversary of the opening 
of Yokohama Port. In conclusion, 
she and the principal talked about 
a possible cooperation between the 
Junior Chamber and Kanto Gakuin, 
both of which have been developed 
over the course of the same era.

対談後記
小・中・高時代を関東学院で
過ごし、小学校時代はトランペ
ット鼓隊で活躍された板橋さん
を現小学校トランペット鼓隊が
生演奏で歓迎。演奏に聴き入
っている板橋さんの懐かしそう
な表情が印象的でした。その
後、島田先生の案内で現在
の校舎を一巡して始まった対談
は、当時の思い出話から校舎
の変化、板橋さんの仕事や奉

仕活動までと話が弾みました。
特に、女性で2人目という横
浜青年会議所の理事長を務め
ていられる板橋さんが、現在進
められている活動や横浜開港
150 周年に向けて意欲的に
展開されている活動は、横浜と
ともに発展してきた関東学院と
協働の可能性へと話題は膨ら
み対談は終了しました。

トランペット鼓隊の演奏

島田先生による校舎案内

当時の練習風景小学5年生で参加した日中友好事業対談風景（左	島田先生、右	板橋氏）
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　人文科学研究所が設立されて今年でめでたく４０
年目を迎えた。人文科学研究所は文学部の専任教員
から成り、所員会議で選出された所長のもとに、英語
英米文学科・比較文化学科・現代社会学科の各学科
委員会から選出された委員２名ずつ計7名で運営さ
れている。
　出版助成としてこれまで研究叢書と研究選書のい
ずれかの形で、毎年2冊の枠が設けられ、基本的には
個人の研究成果がまとめられ、書物として刊行されて
いる。これまで人文研叢書は29冊、人文研選書は7冊
まで出版されている。（詳細については人文科学研究
所のホームページに掲載されているので、そちらをご
参照いただきたい。）今年度からは、これまでの叢書お
よび選書という形態をやめて、通常の意味での出版助
成に切り替えて、特定の出版社に固執しない、開かれ
た形の出版助成を目指している。人文科学研究所とし
てはあらたな試みを、40年目を節目に模索しているとこ
ろである。
　研究活動として研究助成や研究発表の公表のほ
か、講演会、シンポジウム、コーヒー・アワー、外部講師を
招聘しての授業の活性化、研究図書資料収集、等の
多岐にわたる活動を行っている。『紀要』は年３回刊行
しており、これまで第1号から第112号まで、通常号、特
別記念号、退職記念号、追悼号、等を発行してきた。そ
して人文科学研究助成による研究報告が年1回、『人
文科学研究所報』として刊行されている。現在、第31

号が完成間近である。
　ちなみに講演会とシンポジウムの活動を例にとって
みると、一昨年にさかのぼるが、アジアを中心に据えた
講演会とシンポジウムが目を引く。塚本康彦氏「現代
に生きる『能』」、張済国氏、富岡幸一郎氏、森島牧人
氏、川村湊氏、中沢けい氏、小林照夫氏、他10名によ
る壮大なシンポジウム「カルチャーとサブカルチャー̶
日韓・韓日の現代化を前提に」、そしてホ・ホアン・ホア
氏、山本俊正氏、浜口雷太氏、小林照夫氏、大内憲昭
氏、森島牧人氏によるシンポジウム「東アジアの異文化
理解と共生̶東南アジアの視座から」である。一年間
に3つの講演会およびシンポジウムの競演が続くと、そ
の後はしばしの休みが必要となってくるのかもしれない
が、社会的な役割も含め人文科学研究所としては講
演会とシンポジウムには継続的に力を注いでいかねば
ならないと考えている。
　それから年度始めには新任の先生のコーヒー・アワ
ー、年度末には退職される先生のコーヒー・アワーを開
催して、意見交換とさまざまな思い出を語っていただく
場を設けている。さらに中期外留や長期外留により、海
外研修された先生のコーヒー・アワーも、大変啓発され
る機会を提供してくれている。
　地域社会への研究成果の還元という観点からは、
社会人を対象とする公開講座の開催を通して、葉山
町教育委員会との共同企画による葉山町民大学講
座、第36回が平成20年2月18日（月）から5回にわたっ
て開催された。参加者は80名のにぎわいである。
　所員が研究の上で必要とする文献や資料の購入
を促進するとともに、他の大学や研究機関の紀要や
所報を収集し、所員の利用に供している。平成20年度
は、研究書籍として『Romanticism』4巻を購入した。
　ポエトリ・センターでは、年1回の刊行物である英文
詩誌『Poetry Kanto』を刊行し、海外で高く評価され
ている。今年度は、第24号を刊行予定している。生涯
学習センター主催の公開講座、ポエトリ・リーディングの
詩の朗読会の企画や構成にも関わっている。
　今後とも人文科学研究所へのご支援とご協力をお
願いして、近況報告とさせていただきます。

Latest News from the Research 
Institute for Cultural Science
This year marked the 40th anniversary 
of the Research Institute for Cultural 
Science. The Research Institute for 
Cultural Science, consisting of appointed 
faculty members of the College of 
Humanities, offers publishing and 
research assistance programs, and 
organizes and sponsors lectures, 
symposiums, and other activities. 
Through the publishing assistance 
programs, 29 collected works and series 
and seven selections in the fields of 
Humanities and Culture Science have 
been published. In this and future years, 
unlike in previous years, research results 
will be made public through publishing 
companies specializing in the field in 
which individual authors (Research 
Institute’s members) specialize. It is 
hoped that this new system will allow 
researchers to publish books in a wider 
variety of specialized fields with less 
limitation than before.
The “Bulletin of the College of 
Humanities, Kanto Gakuin University” is 
published three times annually to provide 
researchers with opportunities to present 
their research activities. The latest issue 
is Volume 112. The “Transactions of 
the Institute of Humanities,” a report 
on the research assistance programs, is 
published at the end of each academic 
year. Volume 31 is scheduled to be 
published soon.
Lectures and symposiums held in 
recent years have mainly focused on 
Asian issues. In the 2006 academic 
year, three lectures and symposiums, 
including two large-scale symposiums, 
were successfully organized. Last year, 
however, none were held.
The “Coffee Hour” is held at the 
beginning and the end of each academic 
year: the first one held to introduce 
new members and the second one 
held to honor retiring members. These 
gatherings provide valuable educational 
opportunities for the Research Institute’
s members. Those who have completed 
mid- and long-term overseas training 
programs also share their interesting 
experiences at this gathering.
A series of the “University Lectures for 
Hayama Citizens,” a joint program with 
the Hayama Town Board of Education, 
has contributed to enhanced relationships 
with local communities. Thirty-
six lectures have been successfully 
presented thus far. As many as 80 ardent 
participants have filled the venue each 
time, greatly encouraging us to continue 
the event.
The Poetry Center has its own unique 
activities. “Poetry Kanto,” an annual 
poetry magazine in English published 
by the Poetry Center, is highly regarded 
in the USA.  This center is well known 
among Fulbright researchers and fellows 
specializing in Japanese modern and 
contemporary poems as a research 
institute in Japan.

「人文科学研究所」近況報告
 所長　西原 克政
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KGU研究活動の最前線　受託事業と研究開発

学術フロンティア推進事業を弾みとした
環境配慮型研究の推進を

The Forefront of KGU research 
activities: Contract projects, 
Research, and Development
● Experience in corporate 
research and development, and 
continued applications for 
competitive research fund
● Academic Frontier 
Promotion Project – 
acquisition of a competitive 
research fund
●Eco-Campus and promotion 
of research activities to 
prevent global warming

企
業
研
究
開
発
で
の
経
験
と

競
争
的
研
究
資
金
応
募
の
継
続
を

　

外
部
資
金
獲
得
に
は
、
研
究
テ
ー
マ
が
昨

今
の
ト
レ
ン
ド
を
捉
え
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
応
募
者
が
そ
の
分
野
で
実
績
を
あ
げ
て

い
る
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
た
と
え
ば
、
若
手
教
員
は
企
業
で
の

研
究
開
発
に
接
し
、
実
社
会
で
の
生
き
た
研

究
開
発
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
る
こ
と
な
ど
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
人
脈
作
り

や
生
き
た
実
践
技
術
の
修
得
な
ど
も
良
い
経

験
と
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
科
研
費
等
の

競
争
的
研
究
資
金
獲
得
へ
の
申
請
は
必
須
事

項
で
あ
り
ま
す
し
、
打
た
れ
て
も
懲
り
ず
に

申
請
を
し
続
け
る
根
気
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
民
間
か
ら
の
外
部
資
金
研
究
の
募
集
も

申
請
し
や
す
い
も
の
も
随
分
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
と
に
か
く
、
継
続
し
て
応
募
を
す
る

こ
と
が
先
ず
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

研
究
へ
の
姿
勢
と
努
力
を
大
学
は
、
支
援
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
に
学
ぶ

競
争
的
研
究
資
金
の
獲
得

　

平
成
16
年
度
に
文
部
科
学
省
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
推
進
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
都

市
・
建
築
の
ス
ト
ッ
ク
再
生
を
目
的
と
し
た

環
境
共
生
技
術
の
戦
略
的
開
発
研
究
」
は
、

本
学
と
し
て
は
本
格
的
な
競
争
的
研
究
資
金

を
得
た
第
一
号
と
も
言
え
ま
す
。そ
こ
で
は
、

都
市
や
建
築
の
維
持
保
全
、
環
境
共
生
、
防

災
と
安
全
に
主
眼
を
お
い
た
実
践
的
な
計
画

･

設
計
と
開
発
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
目
玉
は
、
大
学
付
置
の
研
究
施
設
で
あ

り
築
36
年
を
経
過
し
た
大
沢
記
念
建
築
設
備

工
学
研
究
所
棟
を
、
様
々
な
環
境
共
生
技
術

と
建
築
を
統
合
化
し
環
境
負
荷
削
減
型
建
築

と
し
て
再
生
さ
せ
、
そ
の
効
果
を
研
究
の
一

環
と
し
て
検
証
し
た
こ
と
で
す
。そ
の
計
画
、

設
計
、
施
工
、
検
証
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
は
、

コ
ス
ト
面
、
設
計･

施
工

面
、
検
証
面
で
の
幾
多

の
難
問
を
解
決
し
、
実

用
性
の
高
い
一
つ
の
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
実
の
計
画
設
計

と
検
証
に
、
現
在
も
教

員
、
学
生
が
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
社
会
的
に
高

い
評
価
受
け
、（
社
）
空
気
調
和･

衛
生
工
学

会
振
興
賞･

技
術
振
興
賞
を
は
じ
め
多
く
の

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
既
存
の
ス
ト
ッ
ク
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
建
設
業

の
抱
え
る
CO2
排
出
量
の
削
減
に
対
す
る
１
つ

の
提
言
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
呼

び
水
と
な
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
化
、

建
物
の
長
寿
命
化
、
維
持
管
理
と
い
っ
た

テ
ー
マ
に
対
し
企
業
は
熱
い
視
線
を
送
っ
て

い
ま
す
。
本
学
の
よ
う
な
に
実
践
技
術
の
研

究
を
主
軸
と
す
る
大
学
で
は
、
実
用
性
の
高

い
企
業
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
研
究
テ
ー
マ
を
立

ち
上
げ
て
、
資
金
参
加
を
募
る
と
い
っ
た
試

み
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
教

員
も
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
、

自
分
の
得
意
分
野
を
一
歩
拡
張
さ
せ
、
新
し

い
研
究
テ
ー
マ
を
発
掘
す
る
ス
キ
ル
を
自
分

に
課
し
、
５
年
後
、
10
年
後
に
向
け
た
自
己

研
究
の
種
を
蒔
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
地
球
温
暖
化
防
止

に
対
す
る
研
究
活
動
の
推
進
を

　

わ
れ
わ
れ
の
生
活
空
間
で
あ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
の
エ
コ
化
へ
の
取
り
組
み
は
と
て
も
大
切

な
研
究
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
把
握
と
改
善
、
倫
理
観
の

向
上
に
向
け
て
工
学
的
な
視
点
か
ら
ト
ラ
イ

す
る
こ
と
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
学
術
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
学
で
一

番
小
さ
な
建
物
を
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
次
世
代
を
担
う
教
員
は
、
風
穴

を
開
け
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
継
承
し
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
大
学
全

体
に
発
信
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
競
争
的

研
究
資
金
を
獲
得
し
キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ
コ
化

研
究
に
投
資
す
る
こ
と
。
実
績
を
活
用
す
れ

ば
、
外
部
研
究
資
金
の
獲
得
は
、
案
外
、
手

の
届
く
範
疇
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
基

礎
教
育
が
重
視
さ
れ
る
中
、
そ
れ
だ
け
で
は

教
員
の
マ
イ
ン
ド
は
高
揚
し
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
知
見
を
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
の
計
画
や
施
設
計
画
な
ど
に
応
用
で

き
た
な
ら
ば
、
最
先
端
の
研
究
成
果
が
教
育

を
行
な
う
空
間
に
お
い
て
生
き
た
教
材
と
し

て
反
映
さ
れ
ま
す
。
本
学
の
取
り
組
み
を
社

会
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
有
効
な
方
法
に
な
り

ま
す
。大
学
に
外
部
研
究
資
金
を
呼
び
込
み
、

新
し
い
研
究
の
展
開
を
図
る
に
は
、
学
術
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
成
果
を
生
か
し
た
エ
コ

キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
と
そ
の
研
究
の
提
案
、
更

に
は
そ
の
実
現
が
格
好
の
テ
ー
マ
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。

 

地
球
温
暖
化
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
今

年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
先
進
国
首
脳
会
議･

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
も
CO2
排
出
量
の
削
減
と

そ
の
実
施
に
向
け
て
の
対
策
が
重
要
な
テ
ー

マ
と
し
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の

研
究
分
野
に
お
い
て
も
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
や
環
境
負
荷
削
減
を
目
的
に
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
省
資
源
化
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

掲
げ
た
研
究
が
重
要
視
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
外

部
資
金
の
獲
得
に
向
け
た
研
究
や
企
業
委
託

研
究
で
も
そ
の
点
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
筆
者
の
専
門
と
す
る
建
設

分
野
は
、
CO2

排
出
量
が
多
く
全
産
業
の
約

35
％
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
課
題
は
山
積
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解

決
策
が
研
究
開
発
の
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
視
点
か
ら
、
研
究
受
託
事
業

と
研
究
開
発
に
対
す
る
所
見
を
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

関東学院大学 工学部　建築学科
大塚雅之

建設環境設備シミュレーションタワー
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社
会
貢
献
学
生

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
企
画
を
採
択

　

関
東
学
院
創
立
１
２
５
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
学
生
企
画
及
び
教
員
参
画
に
よ

る
「
社
会
貢
献
学
生
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

（Students SSA

）
を
３
期
に
分
け
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

社
会
貢
献
学
生
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
は
、

今
日
に
お
い
て
社
会
貢
献
と
は
何
か
、
私

た
ち
は
い
ま
ど
の
よ
う
な
社
会
貢
献
が
で

き
る
の
か
を
問
う
も
の
で
す
。
地
域
社
会

を
は
じ
め
国
際
社
会
で
の
貢
献
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
活
動
を
対
象
に
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
次
の
と
お
り
、
第
１
期
５

件
、
第
２
期
４
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
３
期
の
応
募
期
限
は
、
10
月

31
日
ま
で
で
、
そ
の
結
果
発
表
は
11
月
下

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１
期
採
択
企
画
（
２
０
０
７
年
12
月
）

「
久
保
ゼ
ミ
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
庫
倫
旗
植

林
活
動
」

 

学
生
代
表
：
野
田 

憲
康
（
経
済
学
部
）

 

顧
問
教
員
：
久
保 

新
一

 
 

（
経
済
学
部
教
授
）

「
タ
イ
北
部
産
学
少
数
民
族
生
活
向
上
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

 

学
生
代
表
：
池
田 

典
陽

 
 

（
人
間
環
境
学
部
）

　

顧
問
教
員
：
森
島 

牧
人

 
 

（
文
学
部
教
授
）

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
の
第
１
次
産
業
活
性

化
の
た
め
の
技
術
支
援
」

　

学
生
代
表
：
五
十
嵐 
祐
人

 
 

（
人
間
環
境
学
部
）

　

顧
問
教
員
：
吉
田 

博

 
 

（
人
間
環
境
学
部
教
授
）

「
開
発
途
上
国
に
お
け
る
生
活
環
境
整
備

に
関
す
る
研
究
」

　

学
生
代
表
：
井
口 

洋
輔

 
 

（
人
間
環
境
学
部
）

　

顧
問
教
員
：
角
田 

光
淳

 
 

（
人
間
環
境
学
部
教
授
）

「
劇
・
お
話
に
よ
る
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」

 

学
生
代
表
：
金
子 

亮
太

 
 

（
人
間
環
境
学
部
）

　

顧
問
教
員
：
大
豆
生
田
啓
友

 
 

（
人
間
環
境
学
部
准
教
授
）

２
期
採
択
企
画
（
２
０
０
８
年
６
月
）

「
や
め
な
い
で
Ｅ
Ｃ
О
! !
」

 

学
生
代
表
：
岩
下
誠
大

 
 

（
人
間
環
境
学
部
）

 

顧
問
教
員
：
楠 

勝
範

 
 

（
人
間
環
境
学
部
教
授
）

「
Ｍ
Ｈ
Ｗ+

90
～M

y H
eart W

ill go on

～
」

 

学
生
代
表
：
角 

一
孝

 
 

（
人
間
環
境
学
部
）

 

顧
問
教
員
：
楠 

勝
範

 
 

 （
人
間
環
境
学
部
教
授
）

「
追
浜
こ
み
ゅ
に
亭
＆
ワ
イ
ナ
リ
ー　

リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

 

学
生
代
表
：
室
橋 

彩
乃

 
 

（
人
間
環
境
学
部
）

 

顧
問
教
員
：
水
沼 

淑
子

 
 

（
人
間
環
境
学
部
教
授
）

「Sm
ile to Sm

ile

」

 

学
生
代
表
：
池
田 

望

 
 

（
人
間
環
境
学
部
）

 

顧
問
教
員
：
楠 

勝
範

 
 

（
人
間
環
境
学
部
教
授
）

関
東
学
院
大
学
礼
拝
堂

プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

　

５
月
28
日
（
水
）
本
学
金
沢
八
景
キ
ャ

ン
パ
ス
礼
拝
堂
に
お
い
て
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
o
f
ト
ウ
キ
ョ
ウ
に
よ
る
『
関
東
学
院

大
学
礼
拝
堂 

プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
院
関
係
者
並
び
に
、
学
生

や
一
般
の
方
が
多
数
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
o
f
ト
ウ
キ
ョ
ウ
は
、

フ
ル
ー
ト
奏
者
の
金
昌
国
氏
を
中
心
に
、

多
方
面
で
活
躍
す
る
音
楽
家
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
曲
目
に
応

じ
て
、
そ
の
都
度
、
編
成
を
変
え
て
演
奏

を
行
う
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
本
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
の

『
弦
楽
三
重
奏　

変
ロ
長
調　

Ｄ
４
７
１
』、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
『
フ
ル
ー
ト
四
重

奏
曲　

ハ
長
調　

Ｋ
・
２
８
５
ｂ
』
な
ど

計
４
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
各
曲
の
演

奏
前
に
は
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
作
曲
家
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
演
奏
曲
が
完
成
す
る
ま

で
の
経
緯
や
時
代
背
景
な
ど
の
解
説
を
し

て
い
た
だ
き
、
１
曲
１
曲
の
調
べ
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
曲
の

演
奏
が
終
わ
っ
た
後
、
礼
拝
堂
は
ア
ン
コ

ー
ル
の
拍
手
と
鳴
り
止
ま
な
い
喝
采
に
包

大学 関東学院
各校
NEWS

ま
れ
、
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・
シ
ア
タ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー・ロ
ン
ド
ン
に
よ
る

英
語
劇『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』を
上
演

　

５
月
30
日（
金
）金
沢
公
会
堂
に
お
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
（IT

C
L

）
に
よ
る
日

本
公
演
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
英
語
劇
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
小
雨
が
降
る
中
、
学
生
や
学
校

関
係
者
を
は
じ
め
３
０
０
人
を
超
え
る
多

く
の
方
が
観
劇
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国

際
的
に
活
躍
す
る
英
国
劇
団
の
優
雅
な
演

技
と
音
楽
に
多
く
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ

ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
の
春
秋

２
回
公
演
は
、
関
東
学
院
創
立
１
２
５
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
関
東
学
院
主
催
、

大
学
文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
及
び
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
実
行
委
員
会
協
賛
な

ど
の
体
制
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

秋
公
演
は
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
原

作
『
カ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ル
の
幽
霊
』
を
11
月

20
日
（
木
）
に
上
演
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
学
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇

は
、「Love's Labour's Lost 

−

恋
の
骨

折
り
損

−

」
を
２
０
０
８
年
12
月
５
日
〜

７
日
に
神
奈
川
県
民
共
済
み
ら
い
ホ
ー
ル

に
て
上
演
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

に
お
け
る
平
和
の
回
復
と
市
民
の

役
割
」を
開
催

　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
お
け
る
平
和
の
回

復
と
市
民
の
役
割
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
関
東
学
院
創
立
１
２
５
周
年
記
念

事
業
及
び
小
田
原
市
の
地
域
文
化
交
流
・

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
小
田
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
６
月
14
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
１
部
演
題
Ⅰ
「
市
民

の
立
場
か
ら
見
たU

N
T

A
C

の
統
治
」
で

は
、U

N
T

A
C

（
国
際
連
合
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫

定
統
括
機
構
）
の
活
動
と
日
本
か
ら
の
支

援
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平
和
の
礎
に
な
っ
た

こ
と
、
演
題
Ⅱ
「
難
民
と
し
て
、
ま
た
ク

メ
ー
ル
人
と
し
て
見
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
平
和

回
復
に
お
け
る
市
民
の
役
割
」
で
は
、
ポ

ル
ポ
ト
支
配
時
代
に
は
耳
を
疑
う
ほ
ど
の

悲
惨
な
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
等
を
通
じ
、

改
め
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
を
理
解
で

き
た
こ
と
、
演
題
Ⅲ
「
民
間
支
援
の
大
切

さ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
通
し
て
」
他
国
の
民
間

人
が
混
乱
し
た
国
の
法
律
を
作
成
す
る
苦

労
を
目
の
当
た
り
に
し
、
民
間
支
援
の
重

要
性
を
認
識
で
き
た
こ
と
、
演
題
Ⅳ
「
国

を
バ
ッ
ク
に
持
た
な
い
法
整
備
支
援
の
大

切
さ

−

経
験
を
通
し
て

−

」
で
は
、
国
の
そ

れ
ぞ
れ
の
特
質
と
歴
史
の
過
程
を
理
解
し
、

民
間
で
の
法
整
備
支
援
の
あ
り
方
の
必
要

性
を
認
識
で
き
た
こ
と
な
ど
、
多
く
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
忌
ま
わ
し
い
過
去
、
現
在

の
教
育
の
困
難
さ
、
未
来
へ
向
け
て
の
課

題
等
が
話
さ
れ
、
日
本
の
官
民
か
ら
の
支

援
の
重
要
性
を
参
加
者
全
員
で
認
識
し
、

今
後
の
更
な
る
支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
学
ぶ
な
ど
、
と
て
も
有
意
義
な

講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

【
講
演
者
】

○
ア
ン
・
エ
ン
ト
ン 

氏
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
弁

護
士
養
成
学
校
校
長
・
弁
護
士
、
元
カ

ン
ボ
ジ
ア
弁
護
士
協
会
会
長
）

○
奥
澤 

俊 

氏
（PIT

T
 Cam

bodia

社
長
・

通
訳
）

○
木
村 

晋
介 

氏
（
弁
護
士
、
日
本
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
法
律
家
の
会
共
同
代
表
）

○
足
立 

昌
勝 

教
授
（
本
学
法
学
部
教
授
）

[Kanto Gakuin University] 
Student-organized Social 
Contribution Projects 
A contest of “Social Contribution 
Projects” organized by students with 
participation by both faculty and 
students under the basic theme “Serve 
the World 21” will be held as one of 
the 125th Anniversary Projects. This is 
to encourage students to plan activities 
to contribute to the development and 
interchange in today’s international 
society. Applications will be accepted 
over the course of three periods. The 
contest will provide students with an 
opportunity to ask themselves what is 
social contribution and how they can 
contribute to society in the present 
day. Activities in any fields will be 
accepted.

Premium Concert held at the KGU 
Chapel
The “Premium Concert” by 
“Ensemble of Tokyo” was held on 
May 28, Wednesday, at the chapel on 
the Kanazawa Hakkei Campus. 
“Ensemble of Tokyo,” led by flutist 
Shokoku Kin, consists of musicians 
from various genres. Its members 
change according to the pieces of 
music performed. At the Premium 
Concert, they played four pieces from 
Schubert and Mozart. The 
performance ended with ceaseless 
applause. 

“Hamlet” by the International 
Theater Company London
“Hamlet” was performed by the 
International Theater Company 
London on May 30, Friday, at 
Kanazawa Public Hall. More than 300 
people, including students and those 
involved in Kanto Gakuin, gathered to 
see the play. Many viewers were 
impressed by the graceful performance 
and music by the troupe, which 
performs internationally. In November 
this fall, this troupe will play “The 
Canterville Ghost” by Oscar Wilde.

Symposium “Restoration of 
peace and roles of citizens in the 
Kingdom of Cambodia”
A symposium entitled “Restoration of 
peace and roles of citizens in the 
Kingdom of Cambodia” was held on 
June 14, Saturday, at Odawara 
Campus as one of the 125th 
Anniversary Projects and as a regional 
cultural exchange/social contribution 
project of Odawara City. The 
symposium addressed interesting 
subjects such as UNTAC activities, 
assistance to Cambodia from Japan, 
citizens’ roles in restoring peace in 
Cambodia, and Cambodia under the 
Pol Pot regime. Following the 
symposium was a panel discussion 
where panelists discussed perspectives 
on “The past, present, and future of 
the Kingdom of Cambodia.”
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[Kanto Gakuin Mutsuura 
Junior and Senior High 
Schools]
Kyushu Study Tour
Junior students at Kanto 
Gakuin’s Senior High School 
went on the annual study tour 
to Kyushu. They were 
divided into three groups on 
the first and second days: one 
group visited Hirado, another 
visited Fukue-jima, and the 
other went to Aso. On the 
third day, they joined 
together at Nagasaki. Before 
the tour, they watched videos 
on atomic bombs with their 
parents and studied the 
history and culture of 
Nagasaki. Students were 
deeply shocked when they 
visited Nagasaki Atomic 
Bomb Museum and listened 
to stories told by atomic 
bomb survivors about what 
they had experienced. Thanks 
to the cooperation and 
support from many people, 
this year’s study tour was 
quite meaningful for all. 

　

台
湾
の
長
栄
高
級
中
学
校
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ダ
ボ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
な
ど
、
海
外
の
学
校
と
の
交
流
を

私
た
ち
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す

が
、
国
内
で
も
東
京
横
浜
独
逸
学
園
と
の

交
流
を
４
年
前
か
ら
持
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
２
月
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
授
業
参
観（
美
術
・

国
語
）、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
招
待
、
中
学

校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
な
ど
相
互
に

行
事
を
確
認
し
て
交
流
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

独
逸
学
園
か
ら
５
月
17
日
の
「
Ｅ
Ｕ
ジ
ャ

パ
ン
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
２
０
０
８
」
に
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
を
招
待
し
た
い
こ
と

と
、
６
月
７
日
に
実
施
さ
れ
る
サ
ッ
カ
ー

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
（
国
内
に
あ
る
外
国

学
校
十
二
校
参
加
）
へ
の
出
場
依
頼
が
中

学
・
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
あ
り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
は
決
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め
惜
し

く
も
二
位
で
し
た
が
、
そ
こ
で
前
サ
ッ
カ

東
京
横
浜
独
逸
学
園
と
の
交
流　

　
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
・
サ
ッ
カ
ー
部

ー
日
本
代
表
監
督
の
イ
ビ
チ
ャ
・
オ
シ
ム

氏
に
出
会
い
生
徒
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

高
校
３
年
生
の
朝
倉
博
士
君
は
そ
の
感
激

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

東
京
横
浜
独
逸
学
園
を
訪
問
し
て

高
校
３
年
２
組　

朝
倉 

博
士

　

僕
た
ち
サ
ッ
カ
ー
部
は
独
逸
学
園
で
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
６
人
制
の
サ
ッ

カ
ー
の
成
人
の
部
に
出
場
し
、
ド
イ
ツ
や

ス
イ
ス
の
人
た
ち
と
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
形

で
交
流
し
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
「
遊
び
だ

か
ら
楽
し
ん
で
や
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
他
の
チ
ー
ム
は
本
気
で
勝
ち
に

来
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
次
第
に
僕
ら
も

本
気
に
な
り
最
初
は
１

−

０
で
敗
け
ま
し

た
が
次
は
４

−

３
で
勝
ち
予
選
を
２
位
で

通
過
し
準
決
勝
は
８

−

１
で
勝
ち
、
決
勝

に
無
事
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

決
勝
ま
で
の
あ
い
て
い
る
時
間
に
素
敵

な
人
に
出
会
い
ま
し
た
。
日
本
代
表
前
監

督
の
オ
シ
ム
さ
ん
で
す
。
退
院
後
間
も
な

い
の
に
握
手
し
た
手
は
予
想
以
上
に
力
強

か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
写
真
や

握
手
を
求
め
る
な
か
誰
に
も
イ
ヤ
な
顔
を

見
せ
ず
と
て
も
い
い
人
で
し
た
。
僕
が
「
I 

L
O
V
E
 Y
O
U
」
と
言
う
と
「
そ
れ
は

君
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
に
言
え
。
誰
に
で

も
言
っ
て
い
い
言
葉
じ
ゃ
な
い
」
と
答
え

て
く
れ
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
オ

シ
ム
さ
ん
に
会
え
た
仙
田
先
生
の
喜
び
方

が
と
て
も
無
邪
気
で
少
年
の
よ
う
で
し
た
。

　

オ
シ
ム
さ
ん
に
会
え
て
、
気
合
い
を
入

れ
て
臨
ん
だ
決
勝
は
残
念
な
が
ら
３

−

２

で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悔
し
さ
は
残

　

今
年
度
も
研
修
旅
行
が
５
月
13
日
（
火
）

〜
17
日
（
土
）
の
４
泊
５
日
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
旅
行
に
向
け
、
生
徒
た
ち
は

高
校
１
年
生
の
と
き
か
ら
長
崎
の
歴
史
や

文
化
を
調
べ
る
な
ど
の
事
前
学
習
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
旅
行
直
前
の

学
年
懇
談
会
で
は
、
長
崎
の
原
爆
に
つ
い

て
の
映
像
を
生
徒
と
保
護
者
が
共
に
鑑
賞

し
ま
し
た
。
原
爆
の
も
た
ら
す
恐
怖
・
悲

惨
さ
、
そ
し
て
、
多
く
の
人
の
人
生
を
一

瞬
で
変
え
て
し
ま
っ
た
事
実
、
ま
た
被
爆

後
に
お
け
る
人
々
の
苦
し
み
を
、
そ
の
映

高
２　

研
修
旅
行

像
に
よ
り
更
に
深
く
感
じ
、
長
崎
へ
と
出

発
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
も
こ
の
研
修
旅
行
を
待
ち
望

ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
出
発
の
朝
の
関

東
地
方
は
生
憎
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、
生

徒
た
ち
は
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
羽
田

空
港
に
集
合
し
ま
し
た
。
研
修
旅
行
の
前

半
は
、
Ａ
（
平
戸
）・
Ｂ
（
福
江
島
）・
Ｃ
（
阿

蘇
）
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
施
設
見
学

や
体
験
学
習
な
ど
を
行
う
た
め
、
Ａ
・
Ｂ

コ
ー
ス
は
長
崎
空
港
に
、
Ｃ
コ
ー
ス
は
熊

本
空
港
へ
向
け
旅
立
ち
ま
し
た
。
初
め
て

飛
行
機
に
乗
っ
た
生
徒
も
い
た
よ
う
で
少

し
興
奮
し
た
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
空
の

旅
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

現
地
は
関
東
地
方
と
打
っ
て
変
っ
て
の

快
晴
で
、
研
修
旅
行
初
日
と
し
て
最
高
の
天

候
に
恵
ま
れ
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。
コ

ー
ス
ご
と
の
研
修
で
は
、
そ
の
土
地
の
施

設
や
教
会
な
ど
を
見
学
す
る
と
共
に
、
す

る
め
作
り
・
陶
芸
・
豆
腐
作
り
・
珊
瑚
加
工
・

か
ま
ぼ
こ
作
り
・
田
植
え
な
ど
の
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。「
身
の
ま
わ
り
の
自
然

を
利
用
し
、
生
活
や
産
業
に
役
立
て
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
そ
の
自
然

を
守
り
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」（
生
徒
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
よ
り
）
と
い
う
感
想
も
あ
り
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

３
日
目
の
長
崎
市
か
ら
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
コ

ー
ス
は
合
流
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
長
崎

平
和
公
園
を
見
学
し
、
被
爆
者
の
方
に
よ

る
講
話
を
伺
い
、
原
爆
資
料
館
内
を
見
学

し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
の
中
で
生
徒
た
ち

は
と
り
わ
け
強
く
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た

よ
う
に
み
ら
れ
ま
す
。「
医
学
も
進
歩
し
て

よ
り
多
く
の
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
に
。
な
ん
で
人
を
助
け
る
技
術
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
殺
す
技
術
も
進
歩
さ
せ
て

し
ま
っ
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
今
、
自

分
達
は
食
事
に
困
る
こ
と
は
な
い
し
、
働

く
こ
と
も
な
い
し
、
寝
ら
れ
な
く
て
倒
れ

る
こ
と
も
な
い
事
を
普
通
の
こ
と
だ
と
思

っ
て
生
活
を
し
て
い
る
け
ど
、
そ
れ
は
す

ご
く
幸
せ
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
心
か

ら
感
じ
ま
し
た
。」「
日
本
で
も
争
い
が
起

き
そ
う
に
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、原
爆
が
、兵
器
と
い
う
も
の
が
、

ど
ん
な
被
害
を
及
ぼ
す
の
か
を
知
っ
て
い

る
私
た
ち
は
、
き
っ
と
思
い
留
ま
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
被
爆
者
の
方
々

の
平
和
へ
の
願
い
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な

い
で
い
た
い
で
す
。」（
生
徒
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
よ
り
）
二
度
と
こ
の
よ
う
な
戦
争
に
よ

る
悲
劇
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
か
、
を
深
く
考
え
る
事

が
で
き
た
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

４
日
目
、
班
別
自
主
行
動
で
長
崎
市
内

を
見
学
し
ま
し
た
。
班
内
で
事
前
に
見
学

場
所
や
見
学
ル
ー
ト
を
決
め
長
崎
市
内
を

思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
を
見
学
し
た
後
、
福
岡
空
港
か
ら
羽
田

へ
帰
郷
し
、
各
々
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

総
合
の
事
前
学
習
を
含
む
こ
の
研
修
旅

行
を
通
し
、
普
段
の
生
活
で
は
味
わ
え
な

い
体
験
を
し
、
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い

思
い
を
抱
く
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
一
人
一

人
の
心
の
中
に
何
か
が
育
ま
れ
た
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
研
修
旅
行
を

事
故
な
く
無
事
終
え
、
有
意
義
な
も
の
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
支

え
や
協
力
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
い
て

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

り
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
人
の
小
さ
い
子
供

と
バ
ス
ケ
を
し
た
り
新
聞
に
取
材
を
受
け

た
け
ど
翌
日
の
新
聞
に
は
全
く
の
ら
な
か

っ
た
り
、
テ
レ
ビ
放
映
に
背
中
だ
け
映
っ

た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
と
て
も
素

敵
な
１
日
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
部
の
長

沼
君
の
両
親
に
も
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な

り
こ
の
企
画
を
運
営
し
て
下
さ
っ

た
方
々
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

[Kanto Gakuin Junior and 
Senior High Schools]
Exchange programs with 
Deutschen Schule Tokyo 
Yokohama
Kanto Gakuin Junior and 
Senior High School has 
been organizing exchange 
programs with Deutschen 
Schule Tokyo Yokohama 
(DSTY) for the past four 
years. Students visit each 
other’s school on various 
occasions, for example, 
to observe classes (art, 
Japanese/German), join 
sports events, and perform at 
the junior high school chorus 
contest. Kanto Gakuin’s 
marching band was invited 
to perform at DSTY on May 
17 for a program during the 
EU-Japan Friendship Week 
2008. On June 7, the football 
team was invited to play 
at the European Football 
Competition. Although the 
team finished second, they 
were happy to meet Japan’s 
former national football team 
coach, Ivica Osim.
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小学校

六浦
小学校

教頭
内田 光生

　

私
が
こ
の
学
校
に
勤
め
て
23
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
今
年
の
運
動
会
が
初
め
て
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
運
動
会

が
２
回
雨
の
た
め
に
順
延
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。
本
校
の
運
動
会
は
、
５
月
第
４
週

の
土
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
雨
天
の
時
は
、

次
週
の
火
曜
日
に
な
り
ま
す
。
私
が
こ
の

学
校
に
勤
め
て
、
数
回
火
曜
日
に
延
期
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

初
め
て
水
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、

例
年
に
比
べ
、

見
学
者
が
少

な
か
っ
た
こ

と
が
残
念
で

す
。

　

今
ま
で
は
、

開
会
式
の
時

だ
け
お
祈
り

を
し
て
い
ま

し
た
が
、
今

年
か
ら
閉
会

式
で
も
お
祈

運
動
会

り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
神
様
に

感
謝
し
て
、
児
童
一
人
一
人
の
力
を
合
わ

せ
て
、
運
動
会
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
校
新
聞
係
の
取
材
に
よ
り
ま
す
と
、

今
年
の
人
気
種
目
は
、
５
・
６
年
生
の
「
騎

馬
戦
」
で
し
た
。
総
当
た
り
戦
、５
年
男
子
、

５
年
女
子
、
６
年
男
子
、
６
年
女
子
の
代

表
戦
と
大
将
戦
い
が
あ
り
、
真
剣
に
帽
子

の
取
り
合
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

[Kanto Gakuin Primary 
School]
Experience of Hawaiian 
traditional culture
On June 2, songs and dances 
by students from 
Kamehameha Middle School 
captured our hearts at an 
exchange program. The 
program started with a 
welcome address in English 
by a fifth grader, followed by 
two songs sung by all the 
students. A ceremony called 
“umeke” was then held. In 
the performance, 
Kamehameha Middle School 
students, some in blue and 
brown aloha shirts and others 
in green Hawaiian traditional 
costumes, sang songs in the 
Hawaiian language and 
played ukuleles and guitars 
with beautiful harmony. 
Elementary school children 
spontaneously clapped their 
hands and moved their bodies 
to the music. At the end of 
the performance, a six grader 
thanked these guests in 
English.

[Kanto Gakuin Mutsuura 
Primary School]
Sports Day
The Sports Day event this 
year was postponed twice due 
to rain and it was unfortunate 
that we did not have as many 
observers as usual. From this 
year, it was decided to offer 
a prayer also at the closing 
ceremony. Rendering thanks 
to God for the cooperation 
among all the participants, 
we were able to make our 
sports day meaningful. The 
most popular event this year 
was “cavalry battles” by fifth 
and sixth graders.

六浦
幼稚園

主任
鈴木 直江

野庭
幼稚園

主事
小高 千恵

　

大
学
の
追
浜
校
地
に
幼
稚
園
の
小
さ
な

畑
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
て
完
成
し
た
大
切
な
畑
で
す
。

５
月
の
気
持
ち
の
よ
い
日
、
子
ど
も
達
と
大

学
の
先
生
と
共
に
畑
の
鍬
入
れ
式
を
行
い

ま
し
た
。
畑
に
入
り
、
シ
ャ
ベ
ル
で
固
ま
っ

て
い
る
土
を
柔
ら
か
く
し
て
い
く
の
で
す

が
、
初
め
て
の
経
験
に
同
じ
と
こ
ろ
ば
か

新
し
い
畑
で
…

り
掘
っ
て
し
ま
っ

た
り
ど
の
よ
う
に

力
を
入
れ
て
よ
い

の
か
わ
か
ら
ず
掘

る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
…
子
ど

も
達
は
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
。
何
と

か
掘
り
起
こ
せ
た
畑
に
畝
を
作
り
、
後
日

友
達
と
さ
つ
ま
芋
の
苗
を
植
え
「
大
き
く

な
り
ま
す
よ
う
に
守
っ
て
下
さ
い
」
と
お

祈
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
大
学
の
先

生
も
い
て
く
だ
さ
っ
て
「
お
芋
の
苗
は
ど

の
よ
う
に
植
え
た
ら
い
い
？
」「
お
芋
は
ど

う
や
っ
て
大
き
く
な
る
と
思
う
？
」
と
聞

か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
一
生
懸
命
考

え
て
答
え
て
い
ま
し
た
。
生
命
の
不
思
議

さ
に
触
れ
、
生
命
の
大
切
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
時
で
し
た
。
次
の
週
か
ら
、
年
長
組

の
子
ど
も
達
は
畑
に
行
っ
て
苗
の
様
子
を

見
た
り
草
む
し
り
を
し
て
世
話
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
先
生
に
草
は
小
さ

な
う
ち
に
抜
か
な
い
と
後
で
困
る
こ
と
や

水
は
あ
ま
り
や
ら
な
く
て
い
い
こ
と
を
教

わ
り
、「
草
の
赤
ち
ゃ
ん
見
つ
け
た
！
」
と

言
い
な
が
ら
丁
寧
に
草
む
し
り
を
し
て
い

ま
す
。
初
め
は
小
さ
く
て
細
か
っ
た
苗
も
、

今
で
は
葉
も
し

っ
か
り
と
し
て

苗
も
太
く
な
り

ま
し
た
。

　

年
長
児
の
お
泊
り
会
は
、

７
月
葉
山
ま
で
電
車
と
バ
ス

を
乗
り
継
い
で
出
か
け
ま

す
。
４
月
よ
り
グ
ル
ー
プ
活

動
を
通
し
て
そ
の
準
備
は
始

ま
り
ま
す
。
小
グ
ル
ー
プ
の

中
で
「
自
分
」
の
存
在
が
認

め
ら
れ
、「
友
達
」
と
の
関

係
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
い
き
な

が
ら
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
保
育
者

は
子
ど
も
自
身
が
ど
う
し
た
い
の
か
を
主

張
し
て
い
く
事
・
お
互
い
の
考
え
や
想
い

の
違
い
に
気
づ
い
て
い
く
事
へ
の
配
慮
を

心
が
け
て
お
り
、
自
分
と
考
え
が
違
っ
て

も
「
へ
ん
だ
よ
」
と
は
な
ら
ず
「
そ
う
い

う
意
見
も
あ
る
よ
ね
」
と
思
え
る
よ
う
に

寄
り
添
い
ま
す
。
ま
た
、
つ
ま
ず
き
や
困

難
に
出
会
っ
た
時
に
も
く
じ
け
ず
「
な
ん

と
か
大
丈
夫
！
」
と
思
え
る
逞
し
さ
も
経

験
と
し
て
促
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
、
園
か
ら
電
車
を
乗
り
継
い
で
大

学
の
チ
ャ
ペ
ル
ま
で
親
子
で
行
き
ま
し
た
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ク
ラ

経
験
を
紡
い
で

ッ
シ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
お
気
に
入
り
の

歌
を
弾
い
て
頂
け
た
事
で
、
音
色
と
う
れ

し
さ
が
響
き
合
い
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
広

場
で
は
リ
レ
ー
や
し
っ
ぽ
取
り
に
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
が
弾

ん
で
い
ま
し
た
。

　

６
月
、
プ
レ
イ
デ
ー
で
は
お
泊
り
会
で

着
用
す
る
T
シ
ャ
ツ
作
り
を
お
家
の
方
と

共
同
作
業
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
カ
ラ
ー

を
二
色
の
濃
淡
で
表
現
し
、
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
が
美
し
い
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

も
う
１
つ
は
檜
の
椅
子
作
り
で
す
。
親
子

の
共
同
作
業
は
役
割
分
担
も
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
に
よ
っ
て
異
な
り
、「
一
緒
に
作
っ
た
」

思
い
出
が
檜
の
香
り
と
共
に
残
る
作
品
と

な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
日
々
の
生
活
に
プ
ラ
ス
し

て
行
事
が
あ
り
ま
す
。
織
物
で
糸
の
色
や

太
さ
を
替
え
る
様
に
、
園
の
行
事
も
日
常

の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
素
材

と
し
て
も
、
作
品
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い

幼
稚
園
生
活
で

す
。

[Kanto Gakuin Mutsuura 
Kindergarden]
At the new farm field
A small farm field for our 
kindergarten children has 
been made on KGU’s 
property at Oppama with the 
collaboration of many people 
involved with the 
kindergarten. In May, a 
groundbreaking ceremony 
was held. After lots of 
struggle to dig the soil, 
children made rows and 
planted seedlings of sweet 
potatoes. They prayed to God 
for protection of the plants so 
that they will grow bigger. It 
was a moment when the 
children could not only feel 
the mystery of life but also 
appreciate the importance of 
life as well. 

[Kanto Gakuin Noba 
Kindergarden]
Weaving experiences at 
kindergarten into daily life
In an overnight program, 
five-year olds went all the 
way to Hayama in July by 
train and then by bus. They 
started preparing for this 
program in April in their 
group activities. First, they 
built friendship with each 
other. In May, children went 
to the University chapel with 
their parents by train from the 
kindergarten. On their way to 
the chapel, they had to 
change trains. On the Play 
Day in June, they made 
T-shirts with their parent to 
be worn during the overnight 
program. They also made a 
cypress chair. Every activity 
at kindergarten is well 
designed to be woven into 
their daily lives. 

教頭
石塚 武志

　

６
月
２
日
、
ハ
ワ
イ
の
カ
メ
ハ
メ
ハ
・

ミ
ド
ル
・
ス
ク
ー
ル
の
歌
と
踊
り
が
私
た

ち
を
魅
了
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
伝
統
文
化
を

守
り
続
け
る
中
高
生
に
は
皆
、
ハ
ワ
イ
人

の
血
が
流
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
伝
統
の

歌
と
言
葉
と
フ
ラ
と
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　

英
語
に
よ
る
５
年
生
の
お
祈
り
と
６
年

生
の
歓
迎
の
言
葉
と
全
校
児
童
に
よ
る
二

つ
の
歌
で
交
流
会
は
始

ま
っ
た
。
続
い
て
『
ウ

メ
ケ
』
と
い
う
セ
レ
モ

ニ
ー
。
名
取
俊
夫
校
長

が
ス
イ
ー
ト
と
コ
ー
ヒ

ー
と
レ
イ
を
受
け
取
っ

た
。「
み
ん
な
で
食
べ

物
を
分
け
合
え
ば
家
族

で
あ
る
」
と
い
う
ハ
ワ

イ
の
儀
式
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ

カ
メ
ハ
メ
ハ
・
ミ
ド
ル
・

ス
ク
ー
ル
の
演
奏
が
始

ま
っ
た
。
青
と
茶
色
の

ハ
ワ
イ
の
伝
統
文
化
に
ふ
れ
て

（
１
２
５
周
年
記
念
事
業
）

ア
ロ
ハ
、
緑
の
ハ
ワ
イ
伝
統
の
衣
装
は
、
ハ

ワ
イ
の
海
と
火
山
と
植
物
を
表
し
て
い
る

よ
う
だ
。
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
ハ
ワ
イ

語
の
伝
統
的
な
詠
唱
、
ウ
ク
レ
レ
と
ギ
タ

ー
と
の
演
奏
と
歌
に
小
学
生
た
ち
は
自
然

と
手
拍
子
を
打
ち
、
体
を
揺
ら
し
て
い
た
。

フ
ラ
の
流
れ
る
よ
う
な
踊
り
、
言
葉
を
告

げ
て
い
る
よ
う
な
手
と
腰
の
動
き
は
、
本

物
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
美

し
か
っ
た
の
は
、
歌
い
踊
っ
て
い
る
時
の

笑
顔
だ
。
心
か

ら
ハ
ワ
イ
を
、

そ
し
て
、
フ
ラ

を
愛
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
６

年
生
が
お
礼
の

言
葉
を
英
語
で

述
べ
公
演
は
終

わ
っ
た
。
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Kanto Gakuin’s Dosokai
Kanto Gakuin will celebrate its 125th anniversary 
next year. Its alumni are considering preparing 
something to commemorate the occasion. After its 
board of representatives meeting was over and some 
of the board members were replaced, the alumni 
association has renewed its determination to 
contribute to Kanto Gakuin. 

Sanyoh-kai
Sanyoh-kai, the alumni association of Kanto Gakuin 
University has 94,500 members. Hoping to improve 
and enhance the activities of the university and its 
students, the association supports two scholarship 
programs, the rugby program and other sports club 
activities, the business plan competition, and cultural 
activities such as performances of Shakespeare’s 
plays. Sanyoh-kai has started a fundraising project for 
the 125th anniversary and has also established a 
special committee for commemorative projects. The 
alumni hope to establish a new and closer relationship 
with the university and seek further development of 
the university and Sanyoh-kai.

Kohyoh-kai
Kohyoh-kai, offers support programs for its members 
and students. The current theme of its activities is 
“Memories from school days,” under which short 
excursions have been arranged. In one of such 
excursion, participants visited houses and buildings of 
European style in the vicinity of the Yamate Foreign 
Cemetery on Christmas Day to enjoy the Christmas 
atmosphere. On another occasion, participants visited 
Shomyoji Temple at Kanazawa-bunko. There was 
also an excursion to summer homes at Hayama where 
a dormitory was located years ago. Kohyoh-kai also 
offers Japanese-style painting and pottery making 
classes regularly. The association is planning to hold 
an exhibition of paintings and pottery created in these 
classes at Kanto Gakuin’s Kannai Media Center as 
one of the 125th anniversary projects. 

Kanran-kai
Kanto Gakuin Junior and Senior High School will 
celebrate its 90th anniversary. Kanran-kai has not 
made specific plans for this anniversary, but it is 
having discussions with the school on 
commemorative projects. Since a new school building 
was completed on the school site at Miharudai, the 
old main building for the junior high school has 
remained closed. With efforts in this term focusing on 
the restoration of this old building, Kanran-kai will 
seek cooperation from the school as well as external 
resources. 

Rokuyou-kai
The primary activity of Rokuyou-kai for this year is 
fundraising for the reconstruction of  Building #2 
(Science Building) of Kanto Gakuin Mutsuura Junior 
and Senior High Schools. It is not easy to reach the 
target amount of 30 million yen, but we will make 
every effort to achieve the goal. Rokuyou-kai is also 
engaged in projects to support Mutsuura Junior & 
Senior High School and its graduates. In addition, it 
participates in activities of the Planning Committee 
and Public Relations Committee. These activities 
include the issuing of a journal, organizing 
homecoming days, participating in the Mutsuura 
Festival, and the hosting of golf tournaments. 

Tampopo-no-kai
Members of Tampopo-no-kai range from 12-year-olds 
to grandfathers and grandmothers. Some may meet 
each other for the first time at annual assemblies or at 
reception of a Christmas service, but they always 
soon become friends and enjoy the occasion. We are 
ready to cooperate in various projects, including the 
fundraising for the 125th anniversary project and 
participation in projects organized by the Kanto 
Gakuin’s Dosokai.

Shion-kai
Shion-kai currently consists of 4360 graduates. As 
part of the 125th anniversary project, Shion-kai is 
planning to organize a project to improve the school 
and educational environment and expand its support 
project in Tiwata Village in Thailand. In order to 
provide information on these activities to as many 
graduates as possible at the earliest possible time, a 
better system to facilitate prompt communication is 
being established and emphasis has been placed in 
making best use of our journal. The year 2010 will 
mark the 60th anniversary of Mutsuura Primary 
School. On this occasion, Shion-kai will hold the fifth 
homecoming day to celebrate our school’s history.

同

窓

会

だ

よ

り

橄
欖
会

会
長　

大
矢 

秀
臣

　

関
東
学
院
中
学
校
高
等
学
校
は
来
年
創
立

90
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。未
だ
橄

欖
会
と
し
て
具
体
的
に
何
を
す
る
か
は
決
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、学
校
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
記
念
に
な
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。そ
れ
と
、現
在
三
春
台
校
地
で
は
新

校
舎
が
完
成
し
、生
徒
た
ち
は
新
校
舎
で
授
業

を
受
け
て
い
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、旧
中
学
校
本

館
が
閉
鎖
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
校

舎
は
１
９
２
９（
昭
和
４
年
）に
Ｊ
．Ｈ
．モ
ー
ガ
ン

の
設
計
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
由
緒
あ
る
校
舎

で
あ
り
、関
東
学
院
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま

す
。現
在
、冨
山
校
長
を
中
心
に
校
舎
の
存
続

な
ら
び
に
活
用

方
法
が
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
す

が
、橄
欖
会
と
し

て
は一日
も
早
く

こ
の
建
物
が
復

活
す
る
よ
う
、今

期
の
最
重
要
課

題
と
し
て
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
て

ま
い
り
ま
す
。

六
葉
会

会
長　

永
野 

肇

　

今
年
度
の
活
動
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、学
院

創
立
１
２
５
周
年
記
念
事
業
の一
環
と
し
て
母

校
の
２
号
館（
理
科
館
）建
替
工
事
に
対
す
る

募
金
活
動
で
す
。卒
業
生
に
と
っ
て
、校
舎
は

大
切
な
思
い
出
の一つ
で
す
。懐
か
し
い
校
舎
が

消
え
る
の
は
、さ
び
し
い
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
充
実
し
た
設
備
の
中
で
よ
り
良
き
教
育

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。こ
の

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、六
葉
会
の
目
標
額

３
０
０
０
万
円
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

記
念
事
業
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
、運
営
面
で

は
、卒
業
生
支
援
、母

校
支
援
、企
画
、広
報

な
ど
委
員
会
活
動
へ

の
積
極
的
な
取
り
組

み
で
す
。具
体
的
内

容
と
し
て
、機
関
紙
の

発
行
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
の
実
施
、母
校

六
浦
祭
へ
の
参
加
、ゴ

ル
フ
大
会
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

会
長　

木
下 

利
夫

　

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、卒
業
生
の一人
一人
が
た
ん

ぽ
ぽ
の
綿
毛
の
様
に
広
い
世
界
に
飛
ん
で
行
き

種
を
ま
く
と
い
う
意
味
で
つ
け
て
頂
い
た
名
前

で
す
。会
員
は
12

才
の
若
人
か
ら

そ
ろ
そ
ろ
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ

る
方
々
ま
で
、親

子
三
世
代
同
居

の
家
族
み
た
い
で

す
。総
会
や
、ク

リ
ス
マ
ス
礼
拝
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

初
め
て
会
う
会
員
同
士
も
、和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。そ
し

て
そ
の
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
も
関
東
学
院
の
全
同
窓

会
の
集
ま
り
に
参
加
し
ま
す
と
、関
東
学
院
一

家
の
末
っ
子
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、学

院
の
記
念
募
金
事
業
へ
の
協
力
を
始
め
、学
院

の
全
同
窓
会
で
行
う
記
念
事
業
に
参
加
し
、一

生
懸
命
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

 

（
文・副
会
長　

佐
藤 

由
子
）

し
お
ん
会

会
長  
山
田 

篤

　
「
シ
オ
ン
」と
は
、聖
な
る
地
の
名
称
で
あ
る

と
共
に
、心
の
清
ら
か
な
者
が
集
う
所
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。「
し
お
ん
会
」の
名
前
に

は
そ
ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、現
在
、

４
３
６
０
名
の
卒
業
生
が
名
を
連
ね
、各
分
野

に
て
ご
活
躍
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、母
校
は
、関
東
学
院
創
立
１
２
５
周

年
記
念
事
業
の一環
と
し
て
、校
内
及
び
、教
育

環
境
の
整
備
、そ
し
て
、か
ね
て
よ
り
支
援
活

動
を
続
け
て
い
る
、タ
イ・テ
ィ
ワ
タ
村
へ
の
更
な

る
支
援
拡
充
等
の
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
、多
く
の
皆

様
の
ご
尽
力
が
必
要
な
状
況
で
す
。こ
の
事
を

一
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
へ
周
知
す
る
こ
と
が

現
在
の
し
お
ん
会
の
急
務
と
捉
え
、連
絡
手
段

の
充
実
、会
報
紙
の
充
実
に
努
力
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、再
来
年（
２
０
１
０
年
）、母
校
は
創

立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
記
念
す
べ
き
節

目
に
は
、第
５
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
盛
大

に
開
催
し
、母
校
を
祝
福
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

関
東
学
院
同
窓
会

会
長　

大
矢 

秀
臣

　

学
報
32
号
で
ご
紹
介
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

現
在
関
東
学
院
同
窓
会
は
、燦
葉
会（
大
学
）

香
葉
会（
短
大
）橄
欖
会（
中
学
校
高
等
学
校
）

六
葉
会（
六
浦
中
学
校・高
等
学
校
）シ
オ
ン
会

（
六
浦
小
学
校
）た
ん

ぽ
ぽ
の
会（
小
学
校
）

の
六
同
窓
会
が
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
を
支
え

る
べ
く
活
動
を
し
、同

時
に
学
校
法
人
関
東

学
院
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
母
校
発
展
に

燦
葉
会

会
長　

永
嶋 

孝
彦

　

燦
葉
会
は
関
東
学
院
大
学
卒
業
生
同
窓
会

で
設
立
78
年
の
歴
史
と
会
員
９
万
４
５
０
０
名

を
擁
し
ま
す
。本
会
は
大
学
の
精
神
に
則
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
向
上
、母
校
の
充
実
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、代
議
員
会・

幹
事
会・部
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま

す
。活
動
は
本
部
、11
部
会
、46
地
方
支
部
が

主
体
と
な
り
活
発
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
、在
学
生
の
活
動
の
充
実
と
強
化
の
た

め
２
種
の
奨
学
金
制
度
、ラ
グ
ビ
ー
部
に
代
表

さ
れ
る
運
動
部
活
動
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
等
の
文
化
活
動
を
支

援
し
て
お
り
ま
す
。

　

燦
葉
会
は
取
分
け
来
年
迎
え
る
学
院
の
創

立
１
２
５
周
年
記
念
事
業
を
大
学
・
学
院
と

共
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。具
体
的
に
は「
募

金
」、「
記
念
事
業
」の

特
別
委
員
会
を
設
置

し
成
功
を
期
す
る
と
共

に
、強
く
新
し
い
関
係

を
構
築
し
大
学
、燦
葉

会
の
更
な
る
発
展
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

香
葉
会

会
長　

山
口 

佳
子

　
「
香
葉
会
」は
、後
輩
に
出
来
る
だ
け
の
支
援

を
考
え
て
止
ま
な
い
会
と
し
て
存
在
し
て
い
た

い
と
常
に
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
い
つ
も
同
窓
生

の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
も
存
在
を
し
て
い

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

現
在
の
活
動
は〝
青
春
の
学
び
舎
か
ら
〞を
テ

ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。散
策
の
企
画
は
学
校
に
近

い
け
れ
ど
も
行
っ
て
い
な
い
、学
校
に
関
連
が
あ

る
が
行
って
い
な
い
場
所
を
選
び
ま
す
。今
ま
で

の
例
は
年
末
に
、山
手
外
人
墓
地
周
辺
の
西
洋

館
で
世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
巡
り
、10
、11
月
ご
ろ
に

金
沢
文
庫
に
在
る
称
名
寺
、学
生
寮
の
あ
っ
た

葉
山
の
別
荘
巡
り
、卒
業
生
吉
屋
さ
ん
を
偲
ぶ

吉
屋
信
子
邸
中
心
の
鎌
倉
歩
き
等
が
あ
り
ま

す
。定
期
的
に
あ
る
も
の
と
し
て
日
本
画
と
陶

芸
教
室
が
あ
り
ま
す
が
、２
０
０
９
年
関
東
学

院
は
１
２
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。そ
の
記
念
事

業
と
し
て
関
内
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
作
品
展

を
計
画
し
て
い
ま
す
。教
室
で
学
ぶ
方
だ
け
で

な
く
展
示
し
た
い
と
い
う
方
か
ら
の
連
絡
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
の
い
き
か
た
を
垣
間
見
る

事
が
出
来
れ
ば
最
高
で
す
。と
も
に
１
２
５
周

年
を
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す

微
力
な
が
ら
寄

与
し
て
お
り
ま

す
。

　

母
校
、関
東

学
院
は
来
年
創

立
１
２
５
周
年

の
節
目
を
迎
え

ま
す
。同
窓
会
と
し
て
も
何
か
記
念
な
る
も
の

を
作
成
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
年
度

の
代
議
員
会
も
終
了
し
、一
部
役
員
の
交
代
も

あ
り
、気
持
ち
も
新
た
に
母
校
発
展
に
寄
与
す

べ
く
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

関東学院同窓会
・燦葉会（さんようかい）
－大学同窓会－
〒236-8501　横浜市金沢区六浦東1-50-1
045-784-0310

・香葉会（こうようかい）
－女子短期大学同窓会－
〒236-8503　横浜市金沢区六浦東1-50-1
045-787-0678

・橄欖会（かんらんかい）
－中学校高等学校同窓会－
〒232-0002　横浜市南区三春台4番地
045-231-0134

・六葉会（ろくようかい）
－六浦中学校・高等学校同窓会－
〒236-8504　横浜市金沢区六浦東1-50-1
045-781-2525

・たんぽぽの会
－小学校同窓会－
〒232-0002　横浜市南区三春台4番地
045-241-2634

・しおん会
－六浦小学校同窓会－
〒236-0037　横浜市金沢区六浦東1-50-1
045-701-8285
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山本  浩一
やまもと　こういち
①中学校高等学校　教諭
②国語科
③2008年（平成20年）4月1日
④岡山大学教育学部

藤田  三成
ふじた　みつなり
①人間環境学部 人間発達学科　講師
②小学校教職･教科（算数）
③2008年（平成20年）4月1日
④新潟大学教育学部

山本  典
やまもと　つかさ
①六浦中学校･高等学校　教諭
②数学科
③2008年（平成20年）4月1日
④東京都立大学理学部

鈴木  一広
すずき　かずひろ
①六浦中学校･高等学校　教諭
②体育科
③2008年（平成20年）4月1日
④国士舘大学大学院スポーツシステム研究科

岩﨑  啓自
いわさき　けいじ
①中学校高等学校　教諭
②国語科
③2008年（平成20年）4月1日
④早稲田大学教育学部

藤田  友也
ふじた　ともや
①六浦小学校　教諭
③2008年（平成20年）4月1日
④北海道教育大学教育学部

川田  華緒里
かわだ　かおり
①六浦中学校･高等学校　教諭
②英語科
③2008年（平成20年）4月1日
④実践女子大学文学部

山下  俊幸
やました　としゆき
①人間環境学部 人間発達学科　講師
②小学校教職･教科（国語）
③2008年（平成20年）4月1日
④横浜国立大学大学院教育学研究科

池田  綾
いけだ　あや
①小学校　教諭
③2008年（平成20年）4月1日
④日本体育大学体育学部

松本  佳介
まつもと　けいすけ
①六浦中学校･高等学校　教諭
②数学科
③2008年（平成20年）4月1日
④千葉大学大学院自然科学研究科

中島  修
なかじま　おさむ
①工学部 建築学科　技師補
②2008年（平成20年）4月1日
③埼玉県立飯能高等技術専門校

吉川  朋世
よしかわ　ともよ
①野庭幼稚園　教諭
③2008年（平成20年）4月1日
④洗足学園短期大学幼児教育保育科

阿部  清彦
あべ　きよひこ
①工学部 情報ネット･メディア工学科　助教
②プログラミング･CG･映像･音楽製作
③2008年（平成20年）4月1日
④東京電機大学大学院工学研究科/博士（工学）

田口  知世
たぐち　ともよ
①六浦小学校　教諭
③2008年（平成20年）4月1日
④杏林大学保健学部

安藤  元基
あんどう　もとき
①中学校高等学校　教諭
②社会科
③2008年（平成20年）5月1日
④明治大学大学院法学研究科

深瀬  浩枝
ふかせ　ひろえ
①六浦中学校・高等学校　教諭
②英語科
③2008年（平成20年）4月1日
④関東学院大学大学院文学研究科

髙橋  大介
たかはし　だいすけ
①工学部 情報ネット・メディア工学科　技師補
②2008年（平成20年）4月1日
③関東学院大学大学院工学研究科/博士（工学）

白土  真弓
しらと　まゆみ
①野庭幼稚園　教諭
③2008年（平成20年）4月1日
④関東学院女子短期大学幼児教育科

大関  亮子
おおぜき　りょうこ
①専門職大学院 法務研究科　教授
②法律実務（民事系）
③2008年（平成20年）4月1日
④東北大学法学部

学院役員・教職員人事学院役員・教職員人事

学校法人 
関東学院役員一覧
理事長 内藤　幸穂

学院長 森島　牧人
常務理事 星野　彰男

西野　芳夫

 吉沢　寿朗
理事 松井　和則
 冨山　隆
 落越　道彦
 名取　俊夫
 島田　正敏
 帆苅　猛
 秋山　薊二
 望月　正光
 山下　幸司
 平松　友康
 井上　枝一郎
 沖山　文敏
  ドワイト Ｐ.デビットソン
 澤野　芳久
監事 田野井　一雄
 ロバータ Ｌ.スティブンス
 天野　昭一
2008年（平成20年）8月20日現在

中村  友紀
なかむら　ゆき
①経済学部 共通科目　講師
②英語
③2008年（平成20年）4月1日
④関西学院大学大学院文学研究科

宮﨑  佳以
みやざき　かい
①文学部 比較文化学科　講師
②フランス語およびフランス文化（文学･思想）
③2008年（平成20年）4月1日
④パリ第7大学大学院テクストとイメージの歴史と記号

学研究科/博士（テクストとイメージの歴史と記号学）

阿部  徳幸
あべ　のりゆき
①法学部 法学科　教授
②税法
③2008年（平成20年）4月1日
④日本大学法学部

名取  俊夫
なとり　としお
①理事
②2008年（平成20年）4月1日
③明星大学人文学部心理教育学科

若松  加壽江
わかまつ　かずえ
①工学部 社会環境システム学科　教授
②防災工学･都市防災計画
③2008年（平成20年）4月1日
④早稲田大学大学院理工学研究科

横森  豊雄
よこもり　とよお
①経済学部 経営学科　教授
②商学
③2008年（平成20年）4月1日
④専修大学大学院経済学研究科

鈴木  正夫
すずき　まさお
①文学部 比較文化学科　特約教授
②比較文化
③2008年（平成20年）4月1日
④大阪市立大学大学院文学研究科

植村  みゆき
うえむら　みゆき
①法学部 法学科　講師
②心理学
③2008年（平成20年）4月1日
④筑波大学大学院人間総合科学研究科

望月  正光
もちづき　まさみつ
①理事
②2008年（平成20年）4月24日
③東京都立大学大学院社会科学研究科
　/大阪市立大学　博士（経済学）

新井  克弥
あらい　かつや
①文学部 現代社会学科　教授
②情報･メディアおよび社会調査
③2008年（平成20年）4月1日
④東洋大学大学院社会学研究科

仙葉  豊
せんば　ゆたか
①文学部 英語英米文学科　教授
②英文学
③2008年（平成20年）4月1日
④大阪大学大学院文学研究科

齊藤  毅憲
さいとう　たけのり
①経済学部 経営学科　特約教授
②経営学
③2008年（平成20年）4月1日
④早稲田大学大学院商学研究科/商学博士

吉沢  寿朗
よしざわ　としお
①理事
②2008年（平成20年）4月1日
③早稲田大学第一理工学部

出浦  照國
いでうら　てるくに
①人間環境学部 健康栄養学科　特約教授
②臨床栄養学・病理学
③2008年（平成20年）4月1日
④信州大学医学部

宮下  治
みやした　おさむ
①人間環境学部 人間発達学科　准教授
②小学校教職･教科（理科）
③2008年（平成20年）4月1日
④東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科

小泉  秀夫
こいずみ　ひでお
①人間環境学部 人間発達学科　教授
②教育学・教育方法論
③2008年（平成20年）4月1日
④東京大学大学院教育学研究科

佐野  慶一郎
さの　けいいちろう
①人間環境学部 人間環境デザイン学科　教授
②環境学（環境保全分野）
③2008年（平成20年）4月1日
④静岡大学大学院電子科学研究科/博士（工学）

鈴木  公基
すずき　こうき
①人間環境学部 人間発達学科　講師
②心理学
③2008年（平成20年）4月1日
④筑波大学大学院心理学研究科/博士（心理学）

ますだ　かつゆき
①中学校高等学校　教諭
②理科科
③2008年（平成20年）4月1日
④横浜市立大学大学院総合理学研究科

新任役員①現職　②就任年月日　③最終学歴新任教員①所属　②専門分野・担当科目　③就任年月日　④最終学歴新任教員①所属　②専門分野・担当科目　③就任年月日　④最終学歴

新任任期制教員新任契約講師

新任嘱託助手①所属　②就任年月日　③最終学歴

①所属　②専門分野・担当科目
③就任年月日　④最終学歴

①所属　②専門分野・担当科目
③就任年月日　④最終学歴
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学院役員・教職員人事

Employed and Retired Members 
List of Kanto Gakuin Personnel
3 New Members of the Board of 
Trustees

26 New Faculty Members

2 New Faculty Members Employed 
Temporarily

5 New Faculty Members Employed 
Contractually

4 New Assistant Faculty Members 
Employed Temporarily

10 New Office Clerks

1 New Office Clerks Employed 
Temporarily

5 New Contract Office Clerks

3 Retired Members of the Board of 
Trustees

津田　宏之
つだ　ひろゆき
①理事
②2008年（平成20年）3月31日

清水　元
しみず　はじめ
①理事
②2008年（平成20年）3月31日

畑中　康一
はたなか　こういち
①理事
②2008年（平成20年）3月31日

中村  理恵子
なかむら　りえこ
①広報室　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③筑波大学第三学群社会工学類

有路  沙織
ありじ　さおり
①工学部 物質生命科学科　実験助手
②2008年（平成20年）4月1日
③関東学院大学工学部

柴田  正臣
しばた　まさおみ
①教務課　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③法政大学工学部

田中  賢太郎
たなか　けんたろう
①工学部 社会環境システム学科　技師補
②2008年（平成20年）4月1日
③大阪市立大学大学院工学研究科/博士（工学）

狩野  満
かの　みつる
①法学部 庶務課　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③.明治学院大学国際学部

木下  怜子
きのした　れいこ
①庶務課　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③関東学院大学人間環境学部

小池  哲史
こいけ　てつし
①学生生活課　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③関東学院大学経済学部

鈴木  亮策
すずき　りょうさく
①学生支援室　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③立命館大学大学院社会学研究科

吉野  輝彦
よしの　あきひこ
①学生生活課 金沢文庫キャンパス　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③関東学院大学工学部

西村  美希子
にしむら　みきこ
①法学部 教務課　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③青山学院大学文学部

丸茂  美穂
まるも　みほ
①企画調査課　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③慶應義塾大学文学部

松尾  美幸
まつお　みゆき
①経済学部 庶務課
②2008年（平成20年）4月1日
③東海女子大学（現東海学院大学）文学部

林  敏郎
はやし　としろう
①生涯学習センター 運営課
②2008年（平成20年）4月1日
③京都外国語大学外国語学部

安部  具延
あべ　とものぶ
①学生生活課
②2008年（平成20年）4月1日
③慶應義塾大学商学部

岸間  大輔
きしま　だいすけ
①キャリア支援課　書記
②2008年（平成20年）4月1日
③日本大学生物資源科学部

配川  美代子
はいかわ　みよこ
①学生生活課 金沢八景（室の木）キャンパス
②2008年（平成20年）4月1日
③放送大学教養学部

佐藤  貴洋
さとう　たかひろ
①文学部 庶務課
②2008年（平成20年）5月1日
③関東学院大学大学院文学研究科

竹内  律郎
たけうち　りつお
①情報科学センター 運用課
②2008年（平成20年）4月1日
③東京法経学院法学部

新任職員 新任嘱託助手①所属　②就任年月日　③最終学歴

新任嘱託職員 新任契約職員

退任役員

①所属　②就任年月日　③最終学歴

①所属　②就任年月日　③最終学歴

①所属
②退任年月日

生涯学習センターの紹介
　生涯学習センターでは、金沢八景キャンパス、金沢文
庫キャンパス、小田原キャンパス、関内メディアセンター
の各会場で、春・秋学期に多くの公開講座や資格講座
を開催しています。
　最近は韓国語や中国語などの語学のクラスも人気で
す。学生時代は語学が苦手であった方 も々あると思いま
すが、生涯学習センターは語学を連続してコツコツと学
ぶにはいい機会です。海外に旅行するにも、その国の
言葉を少しでも知っていれば一層豊かな楽しい旅になりま
す。上級のクラスも予定していくつもりです。受講者の方々
にぜひ継続して頂きたいと思います。
　また資格の講座も人気です。不安定な時代に、資格
を持つことは自分の人生の力となります。現役の学生諸
君の関心も高いのです。秋学期も、新企画を打ち出しま
す。ビックな講師にも登場してもらいます。生涯学習セン
ターの案内をぜひご注文ください。

金沢八景キャンパス	 健康スポーツ講座　ゴルフ

金沢八景キャンパス	 パートナーとのより豊かな関わりの秘訣

金沢八景キャンパス	 日本の文化ー大学で寄席を

金沢八景キャンパス	 中国語講座（中級）

金沢八景キャンパス	 実践ファイナンシャルプラニング講座

金沢八景キャンパス	 日本の文化ー伝統工芸・鎌倉彫（初級編）

金沢八景キャンパス	 韓国語講座（初級）

金沢八景キャンパス	 韓国語講座（中級）

金沢八景キャンパス	 フランス語会話（初級）

金沢八景キャンパス	 フランス語で読むジャンヌ・ダルク（中級）

金沢八景キャンパス	 中国語講座（初級3）

金沢八景キャンパス	 日本の文化ー美しき能の世界

金沢八景キャンパス	 暮らしの中の色彩講座

金沢八景キャンパス	 ラッピングコーディネーター講座

金沢八景キャンパス	 やさしいパソコン講座

金沢八景キャンパス	 イタリア都市紀行5　ローマ

金沢八景キャンパス	 文学の面白さ、日本語の素晴しさ

金沢八景キャンパス	 楽しい人生への処方箋6

金沢八景キャンパス	 保育実践講座

金沢八景キャンパス	 コンサートシリーズ第11回

金沢八景キャンパス	 ラッピングコーディネーター講座（応用）

金沢八景キャンパス	 韓国語講座（上級）

金沢八景キャンパス	 負担増時代・家計をどう守る

金沢文庫キャンパス	 健康スポーツ講座　ラグビー

金沢文庫キャンパス	 第12回　英語公開講座（文学部）

KGU関内メディアセンター	 哲学初歩・８　ニーチェに挑戦

KGU関内メディアセンター	 第5回ポエトリー・リーディングー詩の朗読会

KGU関内メディアセンター	 実用パソコン講座Ⅳ（ホームページビルダーV8）

KGU関内メディアセンター	 ホスピタリティ・コーディネーター養成講座

KGU関内メディアセンター	 やさしいパソコン講座

KGU関内メディアセンター	 韓国語講座（初級）

KGU関内メディアセンター	 ラッピングコーディネーター講座

KGU関内メディアセンター	 平和について語る4

KGU関内メディアセンター	 ラッピングコーディネーター講座（応用）

KGU関内メディアセンター	 実用パソコン講座Ⅴ
	 	（EXCEL＆POWERPOINT活用術）

KGU関内メディアセンター	 ライブ（一斉授業）とEラーニングによるTOEIC講座

小田原キャンパス	 フランスの文学と芸術

実施場所 講				座				名

■秋学期公開講座一覧
Lifetime Learning Center
Lifetime Learning Center 
provides many open seminars 
and qualification seminars 
in spring and fall terms on 
Kanazawa Hakkei Campus, 
Kanazawa Bunko Campus, 
Odawara Campus and Kannai 
Media Center. Among 
various classes, Korean and 
Chinese language classes have 
recently become popular. The 
Center is planning to provide 
advanced classes for these 
languages. Seminars leading to 
qualifications are also popular. 
New plans for this coming fall 
term are being developed. It is 
also planned to invite famous 
lecturers.
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学院や学報についてのご意見やご感想をお寄せください。
宛先　〒236-8501　横浜市金沢区六浦東1-50-1	関東学院	法人事務局広報課　電話：045（786）7006
E-mail : kouhou@kanto-gakuin.ac.jp

編集後記
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大学 高等学校 六浦高等学校 六浦中学校中学校 小学校 六浦小学校 六浦幼稚園 野庭幼稚園主
な
学
校
行
事
予
定（
10
月
〜
３
月
）

Main Annual School 
Events(from October, 2008 
to March, 2009)
The calendar of events held 
on the 9 campuses of Kanto 
Gakuin:
Kanto Gakuin University, 
Kanto Gakuin Senior High 
School, Kanto Gakuin 
Mutsuura Senior High 
School, Kanto Gakuin 
Junior High School, Kanto 
Gakuin Mutsuura Junior 
High School, Kanto Gakuin 
Primary School, Kanto 
Gakuin Mutsuura Primary 
School, Kanto Gakuin 
Mutsuura Kindergarden 
and Kanto Gakuin Noba 
Kindergarden.

11

12

1

2

3
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  6（月）　学院創立記念日（授業日）
11（土）　学院創立記念式典
30（木）　休講
  （木曜日の授業日数調整のため）
31（金）　大学祭準備（休講）

  6（月）　学院創立記念日
11（土）　学院創立記念式典
14（火）〜17（金）　中間試験
17（金）　高1進路適性検査
25（土）　高3記述模試
31（金）　高校宗教改革記念礼拝
 かんらんさい準備（終日）

  3（金）　学院創立記念礼拝
  （秋季特別伝道礼拝）
  6（月）　学院創立記念日（平常授業）
  8（水）〜10（金）　中間試験（高3）
11（土）　学院創立記念式典
14（火）　高3答合せ
14（火）〜16（木）　中間試験（高1･2）
16（木）　ボランティア活動
19（日）　高3模試
24（金）〜25（土）　六浦祭
31（金）　宗教改革記念礼拝

  6（月）　学院創立記念日
11（土）　学院創立記念式典
14（火）〜17（金）　中間試験
30（木）　中学宗教改革記念礼拝
31（金）　かんらんさい準備（終日）

  3（金）　学院創立記念礼拝
  （秋季特別伝道礼拝）
  6（月）　学院創立記念日（平常授業）
11（土）　学院創立記念式典
15（水）〜16（木）　中間試験
16（木）　ボランティア活動
24（金）〜25（土）　六浦祭
30（木）　宗教改革記念礼拝

  4（土）　秋の屋外なかよし会
  9（木）　学力テスト
10（金）　学院創立記念礼拝
11（土）　学院創立記念式典
16（木）　後期ぶどうの木発会式
21（火）　一般入試
25（土）　オリブ祭
28（火）　３年生社会科見学
29（水）　6年学年懇談会

  1（水）　後期始業式
  2（木）　1、2年懇談会
  3（金）　高学年遠足
  6（月）　学院創立記念礼拝・6年懇談会
  7（火）　低学年遠足・5年懇談会
10（金）　3、4年懇談会
11（土）　学院創立記念式典
14（火）　中学年遠足
18（土）　一般入試Ａ日程面接試験
21（火）　一般入試Ａ日程適正検査
25（土）　一般入試Ｂ日程面接・適正検査

9/29（月）〜30（木）　保育参加
  1（水）　子育て講演会
  6（月）　学院創立記念日
  8（水）　移動動物園
11（土）　学院創立記念式典
15（水）　誕生会
15（水）　入園要項配布
15（水）　入園説明会
18（土）　入園説明会
23（木）　秋の遠足
31（金）　親子劇場

  6（月）　学院創立記念日
  6（月）　移動動物園
  7（火）　公開保育
11（土）　学院創立記念式典
15（水）　願書配布／入園説明会
16（木）　秋の遠足
20（月）　わかば会講演会
27（月）　バイブルクラス
29（水）　誕生会
30（木）　絵本展示会

  1（土）・2（日）　大学祭（休講）
  3（月）　大学祭後整理
24（月）　振替休日（授業日）

  1（土）　かんらんさい（非公開）
  3（月）　かんらんさい（公開）
  4（火）　かんらんさい（後片付け）
  5（水）　振替休日
  （かんらんさい11/3文化の日）
  6（木）　高2記述模試
12（水）　高校県下一斉学力テスト
20（木）　高校感謝祭礼拝
22（土）　香柏会講演会父親の集い
27（木）　高校生徒会役員選挙

16（日）　高2模試
19（水）　収穫感謝礼拝
20（木）　点灯式
21（金）　高2ダンス発表会

  1（土）　かんらんさい（非公開）
  3（月）　かんらんさい（公開）
  4（火）　かんらんさい（後片付け）
  5（水）　振替休日
  （かんらんさい11/3文化の日）
  6（木）　中学学力テスト
19（水）　中学感謝祭礼拝
22（土）　香柏会講演会父親の集い
27（木）　中学生徒会役員選挙

  8（土）　第2回学校説明会
18（火）　収穫感謝礼拝
20（木）　点灯式

  5（水）〜14（金）
 グループ・個人面談
  8（土）　漢字検定
12（水）　５年生社会科見学
18（火）　４年生社会科見学
20（木）　収穫感謝礼拝
21（金）　漢字・計算テスト
28（金）　授業参観Ⅱ（１〜５年）

  1（土）　バザー
  5（水）　冬服・冬時間開始
20（木）　収穫感謝礼拝
24（月）　神私小サッカー大会
26（水）　マラソン大会
30（日）　アドベント礼拝Ⅰ

  1（木）　入園願書受付
  4（火）　クラス懇談年中組
  7（金）　クラス懇談年少組
11（火）　クラス懇談年長組
12（水）　誕生会
14（金）　絵本展示会
17（月）　収穫感謝礼拝
21（金）　避難訓練
25（火）　アドベント

  1（土）　新入児受付
  6（木）　保育参加①
  7（金）　保育参加②
10（月）　保育参加③
11（火）　保育参加④
12（水）　座談会
17（月）　わかば会講演会
18（火）　収穫感謝礼拝
19（水）　収穫感謝訪問
26（水）　誕生会
27（木）　ひとみ座人形劇②
 バイブルクラス

  8（月）　大学クリスマス礼拝
23（火）　冬期休業開始
［学部］
24（水）〜29（月）　
 冬期集中講義期間
  （但し、土・日曜日を除く）

  1（月）　ツリー点灯式
  8（月）〜11（木）　期末試験
11（木）　オーストラリア研修旅行
 参加希望者の会
15（月）　答案返却日
20（土）　クリスマス礼拝
 キャンドルライト・サービス
21（日）　冬期休業開始
21（日）〜27（土）　台湾研修
22（月）〜26（金）　希望制冬期補習

  3（水）〜8（月）　期末試験（高1･2）
  4（木）〜8（月）　期末試験（高3）
11（木）〜12（金）　答合せ
19（金）　クリスマス礼拝
20（土）　終業式
23（火）〜27（土）　
 スキー・スノーボードスクール

  1（月）　ツリー点灯式
  8（月）〜11（木）　期末試験
11（木）　オーストラリア研修旅行
 参加希望者の会
15（月）　答案返却日
20（土）　クリスマス礼拝
 キャンドルライト・サービス
21（日）　冬期休業開始
22（月）〜26（金）
 中学指名制冬期補習

  4（木）〜8（月）　期末試験
11（木）〜12（金）　答合せ
19（金）　クリスマス礼拝
20（土）　終業式
23（火）〜27（土）　
 スキー・スノーボードスクール

  5（金）　アドベント礼拝Ⅰ
12（金）　アドベント礼拝Ⅱ
15（月）　学院クリスマスコンサート
19（金）　アドベント礼拝Ⅲ
22（月）　クリスマス礼拝
22（月）　終業式
22（月）　父母の会全体会
23（火）　冬期休業開始
24（水）〜26（金）　補習

  7（日）　アドベント礼拝Ⅱ
14（日）　アドベント礼拝Ⅲ
15（月）　学院クリスマス
21（日）　アドベント礼拝Ⅳ
22（月）　クリスマス礼拝
23（火）　冬期休業開始

  3（水）　おりぶ会クリスマス
10（水）　誕生会
12（金）　年長組集合写真
15（月）　学院クリスマスコンサート
18（木）　クリスマス礼拝（年少中）
19（金）　クリスマス礼拝（年長）

  6（土）　2･3年生同窓会
10（水）　誕生会
15（月）　わかば会クリスマス礼拝
 学院クリスマスコンサート
19（金）　クリスマス礼拝・終業式
20（土）〜　冬期ロバの子クラブ
 　（預り保育）開始

24（火）　卒業式・学位授与式
31（火）　秋学期終了

  2（月）　第61回高校卒業式
  3（火）〜6（金）　期末試験
10（火）　答案返却日
19（木）　終業礼拝
20（金）　春季休業開始
21（土）〜24（火）　スキー教室

  2（月）　高校卒業式
  5（木）〜10（火）
 期末試験（高1･2）
10（火）　ボランティア活動
12（木）〜13（金）　答合せ
19（木）　修了式

  3（火）〜6（金）　期末試験
10（火）　答案返却日
18（水）　中学卒業礼拝
19（木）　終業礼拝
20（金）　春季休業開始
21（土）〜24（火）　スキー教室

  6（金）〜10（火）　期末試験
10（火）　ボランティア活動
12（木）〜13（金）　答合せ
13（金）　個人写真撮影
  （新2･3年生）
18（水）　中学卒業礼拝
19（木）　修了式

  4（水）　卒業礼拝
  5（木）　卒業記念バレーボール
  6（金）　５年生社会科見学
16（月）　第５３回卒業式
23（月）　終業式
23（月）　父母の会全体会
24（火）　春季休業開始

  2（月）　新入生入学準備教室
  3（火）　卒業礼拝
  6（金）　６年生を送る会
18（水）　卒業式
19（木）　終業式・個人面談
23（月）・24（火）　個人面談　　

  2（月）　ひな祭りなかよし会
  4（水）　誕生会
11（水）　お別れ会
13（金）　おりぶ会総会
17（火）　卒業式（年中参加）
18（水）　終業式

  2（月）　バイブルクラス
  3（火）　なかよし会会食
  4（水）　座談会
  9（月）　わかば会総会
10（火）　お別れ会
11（水）　誕生会
16（月）　終業式
17（火）　卒業式
18（水）〜　春期ロバの子クラブ
 　（預り保育）開始

  8（木）　3学期始業礼拝・授業開始
17（土）･18（日）　センター試験
27（火）　第90回中高創立記念礼拝
29（木）　高1記述模試

  8（木）　始業式
  9（金）〜29（木）　高3特別授業
23（金）　生徒総会
29（木）　高校卒業礼拝

  8（木）　3学期始業礼拝・授業開始
27（火）　第90回中高創立記念礼拝

  8（木）　始業式
17（土）　第3回学校説明会
23（金）　生徒総会

  8（木）　始業式
  9（金）　方面別集団下校
13（火）〜30（金）
 ６年生特別時間割
14（水）　4年学年懇談会
15（木）　3年学年懇談会
16（金）　計算テスト
16（金）　新１年一日入学Ⅰ
19（月）〜31（土）　書き初め展
20（火）　5年学年懇談会
27（火）　1年学年懇談会
28（水）　2年学年懇談会
31（土）　中学年学習発表会

  8（木）　授業開始・書き初め
  9（金）　芸術鑑賞会
14（水）〜16（金）　スキー教室　
24（土）　授業参観日・
 アブラハムの会
30（金）　避難訓練　　　　

  8（木）　3学期開始
  9（金）　身体測定年長組
13（火）　身体測定年中組
14（水）　誕生会
15（木）　身体測定年少組
20（火）　お餅つき
21（水）　一日入園
27（火）　子育て講演会
30（金）　交通安全指導

  9（金）　始業式
13（火）･14（水）　身体測定
14（水）　座談会
16（金）　おもちつき
19（月）　わかば会
21（水）･22（木）
 CAPワークショップ
26（月）　バイブルクラス
28（水）　誕生会
29（木）　避難訓練
30（金）　新入児１日入園

［学部・法科大学院］
  4（日）　冬期休業終了
  5（月）　秋学期授業再開
17（土）　大学入試センター試験（補講日）
18（日）　大学入試センター試験
19（月）　秋学期授業終了［学部］
  （但し、土曜日の最終授業は1月24日）
24（土） 秋学期授業終了［法科］
20（火）〜23（金）・26（月）
 補講及び秋学期定期試験
27（火）〜2/2（月）　秋学期定期試験
25（日）・2/1（日）・2/3（火）
 定期試験予備日
［大学院］
  4（日）　冬期休業終了
  5（月）　秋学期授業再開
17（土）　大学入試センター試験（休講）
18（日）　大学入試センター試験
27（火）〜30（金）・2/2（月）
 補講期間
31（土）秋学期授業終了

  7（土）　オーストラリア研修旅行
 説明会
10（火）　高校バプテスト
 ミッションデー礼拝
19（木）　高2マーク模試
26（木）　高校卒業礼拝

  3（火）　高1･2模試   7（土）　オーストラリア研修旅行
 説明会
  9（月）　中学バプテスト
 ミッションデー礼拝
13（金）　中学合唱コンクール

  1（日）　中学入試Ａ日程
  2（月）　中学入試Ｂ日程
  3（火）　中学学力試験
  5（木）　中学入試Ｃ日程
20（金）　合唱コンクール

  4（水）　新１年一日入学Ⅱ
  7（土）　漢字検定
12（木）　学力テスト
17（火）〜22（日）　児童造形展
21（土）　低学年学習発表会
24（火）〜3/6（金）
  1〜5年個人面談
25（水）　６年生社会科見学
26（木）　授業参観Ⅱ（６年）
26（木）　 6年学年懇談会

  9（月）　夏時間開始
17（火）〜22（日）　児童造形展
27（金）　音楽発表会

  2（月）〜6（金）　個人面談
18（水）　誕生会
18（水）　入園打ち合わせ
20（金）　卒業遠足

  4（水）　ひとみ座人形劇③
13（金）　年長児卒業遠足
16（月）　わかば会
 面談週間（〜２０日）
23（月）　バイブルクラス
25（水）　誕生会
27（金）　新入児保護者会

［学部・法科大学院］
1/27（火）〜2/2（月）　秋学期定期試験
1/25（日）・2/1（日）・2/3（火）
 定期試験予備日
  4（水）〜10（火）　冬期集中講義期間
 （但し、土・日曜日を除く）
12（木）〜14（土） 追試験［学部］
12（木）〜14（土） 追試験及び
 再試験［法科］
［大学院］
1/27（火）〜30（金）・2/2（月）　
 補講期間



関東学院大学 045-781-2001（代）
●金沢八景キャンパス 045-781-2001
 経済学部
 工学部
 人間環境学部
 大学院（経済学研究科・工学研究科）
 法科大学院
●金沢文庫キャンパス 045-786-7179
 文学部
 大学院（文学研究科）
●小田原キャンパス 0465-34-2211
 法学部
 大学院（法学研究科）

関東学院中学校高等学校 045-231-1001

関東学院小学校 045-241-2634

関東学院六浦中学校高等学校 045-781-2525

関東学院六浦小学校 045-701-8285

関東学院六浦幼稚園 045-781-0170

関東学院野庭幼稚園 045-845-0876

法人事務局　 045-786-7028（代）

http://www.kanto-gakuin.ac.jp/
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